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『天体旅行』― 大正時代の宇宙旅行 ―

鈴 木 加
か

成
な

太
た

国立国会図書館の蔵書から

ユ
ー
リ
・
ガ
ガ
ー
リ
ン
（
１
９
３
４
～
１
９
６
８
）

が
人
類
で
初
め
て
宇
宙
に
到
達
し
た
の
は
１
９
６
１

年
の
こ
と
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
四
十
年
ほ
ど

前
に
宇
宙
を
旅
し
た
少
年
が
い
た
の
で
す
。
少
年
の

名
は
日く

さ
か下
照て
る

二じ

君
。
本
書
の
主
人
公
で
す
。

照
二
君
は
十
三
歳
の
中
学
生
。
父
の
日
下
博
士
は

世
界
的
な
天
文
学
者
で
、
い
く
つ
も
の
観
測
設
備
を

備
え
た
天
文
台
で
日
々
研
究
に
い
そ
し
ん
で
い
ま

す
。
夏
休
み
に
寄
宿
舎
か
ら
帰
省
し
た
照
二
君
は
、

ひ
と
夏
の
間
に
一
人
前
の
少
年
天
文
学
者
に
な
っ
て

し
ま
お
う
と
大
は
り
き
り
。
兄
の
光こ

う

一い
ち

君
や
天
文
台

の
空そ

ら

知ち

理
学
士
、
天
文
に
詳
し
い
乳
母
か
ら
、
星
座

に
ま
つ
わ
る
神
話
や
星
の
名
前
な
ど
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。

そ
ん
な
中
、
日
下
博
士
が
月
へ
行
っ
て
帰
っ
て
き

た
と
い
う
大
ニ
ュ
ー
ス
が
！　

博
士
は
、
自
ら
作
り

上
げ
た
「
電

い
な
ず
ま

号
」
に
乗
り
、
た
っ
た
二
日
で
地
球

と
月
を
往
復
し
た
と
い
う
の
で
す
。
ま
す
ま
す
宇
宙

へ
の
憧
れ
を
募
ら
せ
る
照
二
君
。
す
る
と
、
そ
の
翌

日
、
米
国
か
ら
や
っ
て
き
た
天
文
学
の
権
威
・
ヘ
ー

ル
博
士
を
囲
む
朝
食
の
席
で
、
ヘ
ー
ル
博
士
は
「
ど

う
だ
照
二
君
、
こ
の
紅
茶
が
済
ん
で
一
服
し
た
ら
、

準
備
を
し
て
、
す
ぐ
火
星
へ
行
っ
て
来
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
」
と
切
り
出
し
…
…
。

さ
て
、
日
本
に
科
学
的
な
宇
宙
旅
行
を
紹
介
し
た

の
は
、
Ｓ
Ｆ
の
父
と
い
わ
れ
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル

ヌ
の
小
説
『
月
世
界
旅
行
』
で
し
た
。
明
治
初
期

今 月 の 一 冊

『天体旅行』
永代静雄 著　自学奨励会　大正7（1918）年　
312p ; 19cm
https://dl.ndl.go.jp/pid/953652（モノクロ画像）

口絵「月世界より見たる地球」 扉絵
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の
日
本
で
は
ヴ
ェ
ル
ヌ
作
品
が
次
々
と
翻
訳
さ
れ
、

「
新し

ん

智ち

識し
き

に
飢う

ゑ
た
る
青せ
い

年ね
ん

の
好か
う

奇き

を
満ま
ん

足ぞ
く

せ
し
め

た
」（
内
田
魯ろ

庵あ
ん

「
明
治
の
翻
訳（
１
）」）
と
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
月
世
界
旅
行
』
も
明
治

13
（
１
８
８
０
）
年
以
降
、
翻
訳
書
が
繰
り
返
し
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
想
上
の
宇
宙
旅
行
は
、
博
覧
会
や
映
画
を
通
じ

て
人
々
に
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で

す
。
第
５
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
大
阪
・
明
治
36
年
）

で
は
、
月
世
界
の
パ
ノ
ラ
マ
や
望
遠
鏡
の
展
示
と
あ

わ
せ
て
映
画
「
月
世
界
旅
行
」
が
上
映
さ
れ
、「
面お

も

白し
ろ

い
の
は
活
動
写
真
の
月つ
き

世せ

界か
い

旅り
ょ

行か
う

」（
山
下
雨
花

「
余
興
と
飲
食
物（

２
）」）
な
ど
と
好
評
を
得
ま
し
た
。
こ

の
映
画
は
、
翌
年
に
は
日
本
最
初
の
常
設
映
画
館
・

電
気
館
（
浅
草
）
で
も
上
映
さ
れ
て
評
判
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

こ
う
し
た
盛
り
上
が
り
を
背
景
に
、
明
治
後
期
か

ら
は
、
国
内
の
作
家
の
手
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
宇
宙

旅
行
も
の
の
科
学
小
説
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
本
書
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、「
子
供
の
読
物

が
立
派
で
あ
つ
て
、
内
容
の
善
く
、
子
供
の
興
味
に

適
す
る
物
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
学
校
の
教
育
や
、
家

庭
の
教
育
を
助
け
て
、
強
い
力
と
な
る
」（
高
島
平

三
郎
「
用
心
す
べ
き
子
供
の
読
物（

３
）
」）
と
い
う
意
図

の
も
と
で
発
行
さ
れ
た
「
家
庭
自
学
文
庫
」
の
一
冊

と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
か
、
科
学
的
な
色
の
濃
い
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本書刊行当時の日本の代表的な天文台・東京天文台（麻布）。現在
の国立天文台の前身に当たる。（図版出典：伊藤靖 編『万有科学大
系 〔正〕』第1, 万有科学大系刊行会, 1926, p.402　https://dl.ndl.go.jp/
pid/1017375/1/215）

第５回内国勧業博覧会の会場でイルミネーションを楽しむ人々（図版出典：
『東京電気株式会社五十年史』東京芝浦電気, 1940　https://dl.ndl.go.jp/

pid/1869368/1/96）

ヴェルヌの『月世界旅行』では、砲弾に乗っ
て月へ向かう。（図版出典：ジュールス・ヴェ
ルネー 著, 井上勤 訳『月世界一周』博聞社, 
1883　https://dl.ndl.go.jp/pid/896835/1/166）

（右）日下照二君
（中央）日下博士の天文台の装置。子午環（天体の赤経・赤緯を精密に測定するための観測装置）

と思われる。
（左）実際の子午環による観測の様子（図版出典：伊藤靖 編『万有科学大系 〔正〕』第1, 万有科学大

系刊行会, 1926, p.372　https://dl.ndl.go.jp/pid/1017375/1/200）
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た
と
え
ば
、
当
時
の
宇
宙
旅
行
も
の
の
小
説
で

は
、
月
で
生
命
体
や
文
明
に
出
会
う
と
い
っ
た
荒
唐

無
稽
な
筋
書
き
が
定
番
で
す
が
、
本
書
で
は
、
月
に

は
「
不ふ

思し

議ぎ

な
微び

細さ
い

な
、
色い
ろ

の
強つ
よ

い
下か

等と
う

植し
ょ
く

物ぶ
つ

」

が
生
え
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
と
控
え
め
に
語
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
飛
行
船
の
形
を
し
た
宇
宙
船
「
電

号
」
は
白
く
輝
く
特
殊
な
金
属
製
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
工
業
化
に
成
功
し
た
ア
ル
ミ
合

金
・
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
が
、
本
書
刊
行
の
４
年
前
の

１
９
１
４
年
に
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
硬
式
飛
行
船
の
船

体
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
ま
す
。

一
方
で
、
他
作
品
で
は
し
ば
し
ば
退
屈
な
も
の
、

無
機
質
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
宇
宙
空
間
の
航
行

中
の
様
子
を
、
詩
情
豊
か
に
描
い
て
い
る
点
も
特
徴

の
一
つ
で
す
。
た
と
え
ば
、
照
二
君
が
火
星
に
向
か

う
「
電
号
」
の
中
か
ら
彗
星
を
眺
め
る
場
面
は
次
の

よ
う
に
描
か
れ
ま
す
。

そ
の
彗す

ゐ

星せ
い

の
心し
ん

は
、
恐お
そ

ら
く
直
ち
ょ
く

径け
い

に
し
て
何な
ん

千
里り

も
あ
る
で
あ
ら
う
。（
中
略
）
尾を

の
長な
が

さ
は
何な
ん

億お
く

里り

あ
る
で
あ
ら
う
か
、
肉に
く

眼が
ん

で
さ
へ
も
、
そ
れ
は
全ま
っ

た

く
光ひ

か
りの
大た
い

河か

の
如ご
と

く
に
近ち
か

々〳
〵

と
輝か
ゞ
やい
て
見み

ら
れ
た
。

「
あ
ゝ
綺き

麗れ
い

だ
！　

僕ぼ
く

、
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹ふ

か
う

や
。」

（
中
略
）
快

こ
ゝ
ろ
よい
行か
う

進し
ん

曲き
よ
くが
電
い
な
づ
ま

号が
う

の
金き
ん

属ぞ
く

の
壁か
べ

か
ら

壁か
べ

へ
と
反は
ん

響き
や
うし
た
。

（右、中央）大正7（1918）年、大正15（1926）
年に刊行された資料に掲載された火星の図。本
書では、「電号」の中から目的地の火星を観測す
る様子も描かれる。（図版出典：伊藤靖 編『万有
科学大系 〔正〕』第1, 万有科学大系刊行会, 1926　
https://dl.ndl.go.jp/pid/1017375/1/57（モノクロ
画像）、愛知敬一『自然の美と恵　科学叢話』丸善, 
1918　https://dl.ndl.go.jp/pid/956663/1/13（ モ
ノクロ画像））

（左）1908年に米国で撮影したものとされるモア
ハウス彗星の写真（図版出典：伊藤靖 編『万有
科学大系 〔正〕』第1, 万有科学大系刊行会, 1926, 
p.151　https://dl.ndl.go.jp/pid/1017375/1/85）

（右）火星へ出発する「電号」
（中央）似た形の飛行船の例（1909年のフランスの飛行船）（図版出典：尾崎行輝『征空』武侠世界社, 1916　https://dl.ndl.go.jp/pid/955083/1/54）
（左）少し後の時代の飛行船の例（1926年のノルウェーの飛行船）。飛行船は北極探検（1926年）や世界一周（1929年）に使われるほど発達した。（図版出典：

伊藤靖 編『万有科学大系 〔正〕』第5, 万有科学大系刊行会, 1926　https://dl.ndl.go.jp/pid/1017444/1/42（モノクロ画像））

大正元（1912）年に刊行された一般
向けの科学解説書に掲載された月と
月面の写真（図版出典：一戸直蔵『月』
増 訂 再 版, 裳 華 房, 1912　https://
dl.ndl.go.jp/pid/935846、98コマ目・
101コマ目）
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著
者
の
永な

が

代よ

静し
ず

雄お

（
１
８
８
６
～
１
９
４
４
）
は
、

田
山
花
袋
の
小
説
「
蒲
団
」（
明
治
40
年
発
表
）
に

登
場
す
る
小
説
家
志
望
の
青
年
・
田
中
秀
夫
の
モ
デ

ル
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
す
。
永
代
は
実
際
に
小

説
家
を
志
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
41
年
末
に

本
格
的
な
新
聞
社
勤
め
を
始
め
る
と
、
新
聞
記
者
と

し
て
の
才
能
を
開
花
さ
せ
、「
如
何
に
も
新
聞
記
者

ら
し
い
ス
マ
ー
ト
さ
」（
光み

つ
も
ち用
穆き
よ
し「
中
央
新
聞
時
代（
４
）」）、

「
稀
に
見
る
名
編
輯
記
者
」（
松
崎
天
民
「
新
聞
記
者

懺
悔
録（

５
）」）
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

永
代
は
記
者
稼
業
の
か
た
わ
ら
、
い
く
つ
か
の
小

説
作
品
を
執
筆
し
て
お
り
、
本
書
の
ほ
か
に
も
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」
を
翻
案
し
た
『
ア
リ
ス
物
語
』

や
、
Ｓ
Ｆ
的
な
要
素
を
も
つ
冒
険
探
偵
小
説
な
ど
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。『
天
体
旅
行
』
の
、
科
学
的
で

あ
り
つ
つ
も
明
る
く
美
し
い
宇
宙
旅
行
の
描
写
か
ら

は
、
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
未
来
を
夢
見
て
ほ
し
い

と
願
う
永
代
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

永代静雄肖像（図版出
典：日本電報通信社 編

『新聞総覧』大正4年, 日
本電報通信社, 1915, p.57　
https : / /d l .nd l .go . jp/
pid/2387636/1/44）

『外相の奇病　神秘探偵』実業
之日本社, 1919　https://dl.ndl.
go.jp/pid/913476（ モ ノ ク ロ
画像）
人の心を読める天才少年理学
士が、少年探偵たちとともに
外 交 機 密 漏 洩 事 件 を 解 決 す
る。

『透視液　探偵小説』忠文堂書店, 1918　https://dl.ndl.go.jp/pid/908030（モノク
ロ画像）

「電力飛行機」を発明した少年博士が活躍する話や、水空両用の「飛行式潜航艇」
が登場する話など4編を収める。

『アリス物語』紅葉堂書店, 
1912　https://dl.ndl.go.jp/
pid/1168394
冒頭の3編以外は永代の創作
で、少女へ向けた教訓が盛り
込まれている。

永代静雄が執筆した少女・少年向けの小説

1　『 新 潮 』 第16 巻 第5号, 新 潮 社 , 
1912.5　<Z13-583>

2　『実業世界太平洋』第１巻第5号, 
博文館 , 1903.4　< 雑 37-15イ>

3　『児童研究』第 23 巻第10 号, 児童
研究発行所, 1920.5　<Z7-340>

4　『創作』第16 巻第11号, 創作社 , 
1928.12　<Z13-613>

5　『中央公論』第 38 巻第10 号, 中央
公論社 , 1923.9　<Z23-9>

※引用の旧字は新字に改めた。
※< >内は当館請求記号
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翻訳 気球 あり

1909 増本河南 『冒険怪話　空中旅行』 少年が火星人に連れられて月と火星を見聞 船（ 火 星 人 が
製造） あり
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1926 小鹿青雲 『地球から天の川へ　星界
飛行周遊』

小泉博士率いる星界周遊団一行が太陽系の諸
惑星を巡る ロケット なし

（火星人は存在）

1929 天野梅雄 「月へ飛ぶ」
（『科学画報』13 巻 1 ～ 6 号） ウェルズ『月世界最初の人間』の翻訳 球体 あり
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２
０
２
４
年
に
新
し
く
発
行
さ
れ
た
お
札
に
は
、
券
種

ご
と
に
異
な
る
位
置
に
、
イ
ン
ク
が
盛
り
上
が
っ
た
線
が

い
く
つ
か
入
っ
て
い
ま
す
。
一
万
円
札
は
左
右
の
中
央
、

五
千
円
札
は
上
下
の
中
央
、
千
円
札
は
右
上
と
左
下
で

す
。
こ
れ
ら
「
識
別
マ
ー
ク
」
は
、
視
覚
に
よ
ら
ず
手
触

り
だ
け
で
も
券
種
が
識
別
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、何
か
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
き
に
は
、様
々

な
利
用
者
を
想
定
し
た
配
慮
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ブ

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
同
様
で
、
誰
も
が
情
報
や
コ
ン
テ

ン
ツ
を
支
障
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た

そ
の
到
達
度
を
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｗ
Ａ
）
と

呼
び
、
そ
の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
情
報
流
通
課
標
準
化
推
進
係
で
は
、
当
館
の
Ｗ
Ａ

の
確
保
に
向
け
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

実
施
し
て
い
る
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
試
験
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

試
験
で
は
、
当
館
の
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
が
、
Ｗ
Ａ
に

関
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
「
高
齢
者
・
障
害
者
等
配
慮
設
計

指
針

－

情
報
通
信
に
お
け
る
機
器
，
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
及

び
サ
ー
ビ
ス

－

第
３
部

:

ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
」（JIS X 

8341-3

:2016

）
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
、
専
門

の
事
業
者
が
確
認
を
行
い
ま
す
。JIS X 8341-3:2016

で
は
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
に
は
内
容
を
説
明
す
る
代
替
テ

キ
ス
ト
を
付
与
す
る
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
だ
け
で
全
て
の

サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
ウ
ェ
ブ

コ
ン
テ
ン
ツ
が
満
た
す
べ
き
達
成
基
準
が
、
全
部
で
61
項

目
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
試
験
の
結
果
を
受
け
、
基
準
に

不
適
合
と
な
っ
て
い
る
箇
所
の
修
正
や
、
今
後
の
対
応
計

画
の
策
定
な
ど
を
行
い
、
Ｗ
Ａ
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
一
度
基
準
を
達
成
し
た
後
も
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ

は
日
々
更
新
さ
れ
る
た
め
、
日
頃
か
ら
ツ
ー
ル
や
目
視
に

よ
る
チ
ェ
ッ
ク
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
基
に
な
っ
た
国
際
規
格
の
改
訂
に
伴
い
、JIS 

X 8341-3
:2016

に
は
、
近
い
将
来
、
新
た
に
26
の
達

成
基
準
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
が
デ
バ
イ
ス
の
向
き
に
関
係
な

く
表
示
・
操
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
っ
た
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
の
利
用
を
想
定
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
で
使
わ
れ
る
技
術
は
日
々
進
歩
し
て
お
り
、

ウ
ェ
ブ
の
利
用
方
法
も
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
く
た

め
、
Ｗ
Ａ
の
取
組
に
は
終
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が

当
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
支
障
な
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
Ｗ
Ａ
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く
た
め
に
、
地
道
な
努

力
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

     

（
電
子
情
報
流
通
課 

標
準
化
推
進
係　

ド
リ
ー
マ
ー
）

あらゆる人のために

JIS規格を広げながらウェブアクセシ
ビリティに思いを巡らせている様子
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東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
　

一
九
八
五
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
二
〇
一
三
年
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研 

究
科
博
士
課
程
修
了
。
二
〇
一
四
年
か
ら
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
、

二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
学
部
客
員 

研
究
員
。
二
〇
二
四
年
一
〇
月
か
ら
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
。
博

士
（
文
学
）。

著
書
に
『
全
国
政
治
の
始
動
　
帝
国
議
会
開
設
後
の
明
治
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
六
年
）、編
著
書
に
『
戦
後
日
本
の
学
知
と
想
像
力　
〈
政
治
学
を
読
み
破
っ
た
〉

先
に
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
二
二
年
）、『
吉
野
作
造
政
治
史
講
義
　
矢
内
原
忠
雄
・
赤

松
克
麿
・
岡
義
武
ノ
ー
ト
』（
吉
野
作
造
講
義
録
研
究
会
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

等
が
あ
る
。
専
門
は
日
本
政
治
外
交
史
、
史
学
史
。

国
立
国
会
図
書
館
客
員
調
査
員
　

創
価
大
学
文
学
部
教
授

一
九
五
四
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
一
九
八
五
年
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
東
京
大
学
文
学
部
助
手
を
経
て
一
九
九
九
年
か
ら
創
価
大

学
文
学
部
教
授
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
当
館
客
員
調
査
員
。
博
士
（
文
学
）。

著
書
に
『
大
正
期
の
政
治
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、『
選
挙
違
反
の
歴
史
　

ウ
ラ
か
ら
み
た
日
本
の
一
〇
〇
年
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
） 

、 『
戦
前
日
本
の

選
挙
と
政
党
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
五
年
二
月
刊
行
予
定
）、
編
著
書
に
、『
日
記

で
読
む
近
現
代
日
本
政
治
史
』（
黒
沢
文
貴
と
共
編
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七

年
）、『
近
現
代
日
本
人
物
史
料
情
報
辞
典
』（
伊
藤
隆
と
共
編
、全
四
巻
、吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
～
二
〇
一
一
年
）
等
が
あ
る
。
専
門
は
日
本
近
現
代
政
治
史
。

前
田
　
亮
介
（
ま
え
だ
・
り
ょ
う
す
け
）

季
武
　
嘉
也
（
す
え
た
け
・
よ
し
や
）

資料探索のこれまでとこれから

対
特別

国立国会図書館は創設以来、政治家の文書（憲政資料）の収集を続けてきました。
当館資料も存分に活用しながら日本政治史の研究を続けてきた研究者に、日本政治を
めぐる資料の利用環境の変化について語り合っていただきました。
                           2024 年 9 月 20 日国立国会図書館において対談実施（文責： 本誌編集担当）

～近現代政治史の資料をめぐって～　

談
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年
前
の
憲
政
資
料
室

前
田　

季
武
先
生
が
国
立
国
会
図
書
館
憲
政

資
料
室
に
初
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
い

つ
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
？

季
武　

50
年
前
、
大
学
の
学
部
３
年
生
、
20

才
の
と
き
で
し
た
。
文
学
部
に
所
属
し
て
、

日
本
近
代
史
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ

の
成
田
賢
太
郎
さ
ん
と
い
う
先
輩
大
学
院
生

が
、
古
文
書
の
読
み
方
を
教
え
て
く
れ
る
と

い
う
の
で
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
歴
史
資
料

と
し
て
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
重
要
な
文

書
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
積
極
的
に
読
ま
な
い

と
勿
体
な
い
と
い
う
意
識
が
、
自
分
と
し
て

も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
う
の
で

す
。
同
じ
時
に
御み
く
り
や厨
貴
さ
ん
（
政
治
学
研
究

者
）、
柴
崎
力り
き
え
い栄
さ
ん
（
日
本
近
代
史
研
究

者
）、
村
瀬
信
一
さ
ん
（
同
）
も
一
緒
に
机

を
並
べ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
「
拝

啓
」
の
「
拝
」
の
字
も
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
田　

65
年
ほ
ど
前
か
ら
利
用
し
て
い
て
、

憲
政
資
料
室
の
資
料
収
集
に
も
中
核
的
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
伊
藤
隆
先
生
（
日

本
近
代
史
研
究
者
）
の
「
憲
政
資
料
室
と
私
」

と
い
う
文
章
に
よ
る
と
、
伊
藤
先
生
が
利
用

さ
れ
始
め
た
頃
は
、常
連
の
方
に
な
じ
め
ず
、

ま
た
資
料
も
今
日
ほ
ど
揃
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
自
力
で
の
資
料
発
掘
を
通
じ
て
憲
政

資
料
室
に
秘
か
に
対
抗
し
て
い
く
よ
う
な
気

持
ち
も
あ
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
（『
み
す
ず
』

２
７
６
号
、
１
９
８
３
年
８
・
９
月
号
）。
坂

井
雄
吉
先
生
（
日
本
近
代
史
研
究
者
）
も
、

初
め
て
の
利
用
者
に
は
敷
居
が
高
い
面
が
あ

る
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
『
国
立
国
会
図
書

館
月
報
』
誌
上
の
座
談
会（
１
）で
な
さ
っ
て
い
ま

す
ね
（
42
号
、
１
９
６
４
年
９
月
号
）。
当

時
は
、
ど
こ
か
排
他
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

季
武　

確
か
に
、
そ
の
頃
は
閉
鎖
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
学
部
生
も
大
学
院

生
も
、
指
導
教
員
の
紹
介
状
が
あ
っ
て
初
め

て
資
料
が
見
せ
て
も
ら
え
た
わ
け
で
、
来
て

い
る
人
も
ま
ば
ら
。
一
日
に
、
一
組
か
二
組

く
ら
い
で
、
室
員
の
か
た
も
の
ん
び
り
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
の
刊
行

前
田　

そ
の
後
、
憲
政
資
料
室
の
伊
藤
博

文
関
係
文
書
の
書
簡
を
収
録
し
た
『
伊
藤

博
文
関
係
文
書
』（
全
９
巻
、
塙
書
房
、

１
９
７
３
～
１
９
８
１
）
の
出
版
が
進
み
ま

し
た
。
そ
の
作
業
に
は
か
か
わ
ら
れ
た
の
で

す
か
？

季
武　

ひ
と
月
に
２
回
位
、
土
曜
日
に
憲
政

資
料
室
に
集
ま
っ
て
書
簡
の
読
み
合
わ
せ
を

し
て
い
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
み
ん

な
で
近
所
の
社
会
文
化
会
館
（
当
時
社
会
党

本
部
が
入
っ
て
い
た
建
物
）
の
喫
茶
室
で
お

茶
を
飲
ん
で
か
ら
帰
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ

学
部
生
だ
っ
た
時
の
第
７
巻
、
第
８
巻
に
も

協
力
者
と
し
て
名
前
を
入
れ
て
も
ら
い
、
最

後
の
第
９
巻
で
は
、
大
学
院
生
な
が
ら
も
正

式
な
編
者
と
し
て
名
前
を
加
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
錚そ
う
そ
う々

た
る
先
生
方
と
名
前
が
並
ぶ
の
で
す
か
ら

ね
。

前
田　

社
会
文
化
会
館
を
あ
え
て
選
ん
だ
理

由
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

季
武　

他
に
な
か
っ
た
か
ら
。
こ
の
へ
ん
に

は
、喫
茶
室
み
た
い
な
の
は
な
か
っ
た（
笑
）。

前
田　

消
極
的
な
理
由
で
す
ね
（
笑
）。

季
武　
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
が
刊
行
さ

れ
て
、
大
学
の
ゼ
ミ
の
学
生
の
間
で
流
行
し

た
の
は
年
代
推
定
の
間
違
い
を
探
す
こ
と
。

「
資
料
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
て
も
、
そ

ん
な
に
信
用
し
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
な
」

と
い
う
の
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

前
田　
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
の
年
代
推

定
は
、
精
度
は
高
い
方
だ
と
思
い
ま
す
が

…
…
。

季
武　

そ
れ
で
も
探
す
と
見
つ
か
り
ま
す
。

私
自
身
も
、
同
じ
よ
う
な
仕
事
に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
ミ
ス
は
な
い
よ
う
に
し

よ
う
と
心
が
け
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も

ね
。

前
田　
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
が
出
て
か

ら
、
研
究
が
進
ん
だ
と
い
う
実
感
は
抱
か
れ

ま
し
た
か
？

季武　嘉也季武　嘉也

昭和55（1980）年頃の当館憲政資料室（閲覧室）　「憲政資料室要覧」
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前田　亮介前田　亮介季
武　

い
わ
ゆ
る
政
局
史
や
政
治
家
の
研
究

と
い
う
意
味
で
は
す
ご
く
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
だ
け
の
分
量
は

そ
う
は
な
い
で
す
し
、
伊
藤
は
ず
っ
と
明
治

政
府
の
中
心
に
い
た
人
物
で
す
の
で
、
ど
こ

か
ら
読
ん
で
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

大
久
保
利
謙
の　
　
　
　
　
　
　

「
史
学
統
一
」
と
「
基
礎
工
作
」

前
田　

憲
政
資
料
室
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
大
久
保
利と
し
あ
き謙
先
生
（
日
本
近
代
史
研

究
者
・
元
国
立
国
会
図
書
館
職
員
）
が

１
９
４
９
年
か
ら
非
常
勤
で
資
料
収
集
に
か

か
わ
っ
て
、
い
わ
ば
資
料
室
の
人
格
的
象
徴

に
な
っ
て
い
て
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
人
が
集
っ

て
サ
ロ
ン
風
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
か
。
大

久
保
先
生
の
様
子
は
ど
う
で
し
た
か
？

季
武　

大
久
保
先
生
は
資
料
室
に
つ
な
が
る

事
務
エ
リ
ア
の
一
番
奥
に
お
ら
れ
て
。
い
つ

も
お
客
さ
ん
が
絶
え
な
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
次
か
ら
次
に
い
ろ
ん
な
人
―
―

研
究
者
と
か
出
版
社
の
方
々
―
―
が
や
っ
て

来
て
、
ず
い
ぶ
ん
仕
事
さ
れ
て
い
る
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
前
田
さ
ん
は
大

久
保
先
生
に
つ
い
て
の
論
文
を
書
か
れ
て

い
ま
す
ね
（「「
史
学
統
一
」
の
夢　

戦
前

（
一
九
二
三
―
一
九
四
五
）
の
大
久
保
利
謙
」

『
史
苑
』
82 （
１
）
号
、 

２
０
２
２
年
３
月

号
）。
そ
の
中
で
使
っ
て
い
る
「
史
学
統
一
」

と
か
、「
基
礎
工
作
」
は
ど
う
い
う
意
味
な

の
か
、
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

前
田　

ど
ち
ら
も
本
人
が
使
わ
れ
て
い
る
言

葉
な
の
で
す
。「
史
学
統
一
」
と
い
う
の
は
、

部
門
別
や
地
域
別
に
史
学
を
分
断
す
る
の
で

は
な
く
、
諸
史
学
を
統
一
、
総
合
し
て
捉
え

る
と
い
う
考
え
で
す
。
根
底
に
あ
る
の
は
、

政
治
的
に
対
立
す
る
歴
史
観
や
方
法
的
に
異

質
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
間
で
も
連
帯
が
可
能
だ

と
い
う
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
精
神
だ
と
思

い
ま
す
。
歴
史
家
の
大
同
団
結
運
動
で
す

ね
。
実
際
、
大
久
保
先
生
の
時
代
の
流
行
の

変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
１
９
２
０
年
代
に

文
化
史
が
流
行
り
ま
す
が
世
界
恐
慌
期
は
マ

ル
ク
ス
主
義
史
学
が
強
ま
り
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
全
盛
期
を
迎
え
、
し
か
し
１
９
６
０

年
代
に
そ
の
批
判
（
近
代
化
論
や
政
治
過
程

論
）
も
台
頭
す
る
。
た
だ
、
大
久
保
先
生
は

貴
族
的
と
い
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
絶
対
的
な

対
立
を
見
出
さ
な
い
。
み
ん
な
違
っ
て
み
ん

な
い
い
と
万
物
を
包
容
す
る
。
実
際
、
多
様

な
政
治
的
立
場
の
歴
史
家
に
敬
愛
さ
れ
ま
す

し
、
大
久
保
先
生
は
史
学
史
上
で
不
思
議
な

存
在
で
す
。
こ
の
大
久
保
史
学
の
つ
か
み
ど

こ
ろ
の
な
さ
が
現
れ
て
い
る
の
が
「
基
礎
工

作
」
で
す
。
傍
証
は
な
い
で
す
が
、
私
の
論

文
で
は
「
基
礎
」
と
「
工
作
」
に
対
抗
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
込
め
て
い
た
と
の
推
測
を
記

し
ま
し
た
。「
基
礎
」
は
根
本
資
料
を
確
実

に
収
集
す
る
こ
と
、「
工
作
」
は
各
歴
史
家

の
主
観
と
責
任
で
そ
れ
を
解
釈
し
叙
述
す
る

こ
と
。い
わ
ば
静
と
動
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。

季
武　

大
久
保
先
生
が
資
料
収
集
や
編
纂
に

か
か
わ
っ
た
の
は
、「
基
礎
」
の
部
分
な
ん

で
す
ね
。

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
登
場

季
武　

そ
う
な
る
と
、
今
、
我
々
が
や
る
べ

き
「
基
礎
」
は
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
？　

と
、

考
え
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
国
立
国
会
図
書

館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
こ
れ
に

よ
っ
て
革
命
的
に
研
究
が
変
わ
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。

前
田　

劇
的
な
変
化
で
す
ね
。
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
東
京
に
来
な
く
て
も
資
料
が

収
集
で
き
る
の
で
、地
方
と
中
央
の
格
差
が
、

相
対
的
に
は
減
少
し
て
き
た
。

季
武　

残
念
な
が
ら
悉
皆
的
に
調
べ
る
、
と

は
い
か
な
い
け
れ
ど
。

前
田　

悉
皆
と
は
い
か
な
い
で
す
ね
。ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
な
い
資
料
や
館
内
閲

覧
限
定
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
が
不
当
に
軽
視

さ
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

季
武　

ネ
ッ
ト
上
に
の
っ
て
い
な
い
本
や
論

文
が
、
今
ま
で
以
上
に
軽
視
さ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
本
の
中
身
の
フ
ル
テ
キ
ス
ト

サ
ー
チ
も
出
来
ま
す
が
、
資
料
の
一
言
一
句

が
検
索
で
き
る
と
仮
定
す
る
と
、
ど
ん
な
研

究
が
で
て
く
る
ん
だ
ろ
う
。

前
田　

一
つ
は
思
想
史
的
な
方
向
で
し
ょ

う
。
思
想
家
の
全
集
な
ど
か
ら
、
特
定
の
言

葉
や
概
念
の
用
例
の
変
遷
を
過
去
に
な
い
密

度
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
帝

国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
全
文
検
索

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
計
量
テ
キ
ス

ト
分
析
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
も
進
む
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
若
い
人
に
と
っ
て
学
術
誌
に
載
る

密
度
の
も
の
を
書
き
や
す
い
時
代
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料

が
と
に
か
く
増
え
て
し
ま
う
大
変
な
時
代
で

も
あ
り
ま
す
が
。

季
武　

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
も
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見
切
れ
な
い
、
と
い
う
嘆
き
の
声
も
よ
く
聞

き
ま
す
よ
ね
。
ど
う
だ
ろ
う
、
い
ま
、
自
分

の
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
た
と
し
て
、
そ
の
全

て
の
資
料
を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

前
田　

全
て
の
資
料
を
読
む
こ
と
が
で
き
る

と
自
分
で
思
え
る
範
囲
の
テ
ー
マ
に
ま
ず
は

す
べ
き
か
と
。で
も
、前
は「
全
て
」だ
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
時
間
が
経
っ
た
ら
急
に
資
料

が
増
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
…
…
。

季
武　

見
る
べ
き
も
の
が
増
え
て
し
ま
う
と

す
れ
ば
、
そ
れ
を
見
や
す
く
す
る
手
段
も
、

「
基
礎
」
な
の
か
。

前
田　

そ
れ
も
令
和
の
「
基
礎
」
の
課
題
に

思
い
ま
す
。
確
か
に
膨
大
な
資
料
を
使
い
こ

な
せ
れ
ば
、
優
れ
た
卒
論
、
修
論
は
書
け
る

で
し
ょ
う
が
、
使
い
こ
な
す
の
が
大
変
で
す

ね
。
昔
の
人
が
し
た
苦
労
を
す
る
必
要
は
全

く
な
い
の
で
す
が
、
今
の
若
い
人
が
デ
ジ
タ

ル
世
代
と
は
い
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
使

い
こ
な
す
固
有
の
リ
テ
ラ
シ
ー
、方
法
論
は
、

あ
る
程
度
、
大
学
研
究
室
な
ど
で
共
有
し
た

方
が
よ
い
の
で
し
ょ
う
。
宝
の
山
で
す
が
、

集
合
知
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
う
ま
く
そ

こ
に
た
ど
り
着
け
な
い
気
も
し
ま
す
。

季
武　

た
し
か
に
。

前
田　

刊
行
が
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

前
か
後
か
で
研
究
の
評
価
も
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

な
い
時
期
に
こ
れ
だ
け
調
べ
あ
げ
て
す
ご
い

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
し
、
先
人
の
密
度
の

高
さ
に
今
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
で
す
ね
。

季
武　

そ
う
い
う
意
味
で
い
う
と
、
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
以
前
で
は
、
自
分
で
資
料

を
集
め
た
伊
藤
隆
さ
ん
（『
昭
和
初
期
政
治

史
研
究　

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
問
題
を
め
ぐ

る
諸
政
治
集
団
の
対
抗
と
提
携
』
東
京
大

学
出
版
会
、
１
９
６
９
）
や
、
多
方
面
の

資
料
を
博
捜
し
た
北
岡
伸
一
さ
ん
（『
日
本

陸
軍
と
大
陸
政
策 

１
９
０
６-

１
９
１
８

年
』
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
７
８
）
や
御

厨
貴
さ
ん
（『
明
治
国
家
形
成
と
地
方
経
営 

１
８
８
１-

１
８
９
０
年
』
東
京
大
学
出
版

会
、
１
９
８
０
）
は
、
す
ご
い
な
あ
と
。
非

常
に
広
く
見
て
い
る
上
に
、
密
度
が
あ
る
。

北
岡
さ
ん
の
本
に
は
最
後
に
解
題
の
つ
い
た

ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
が
あ
り
ま
す
も
の
ね
。

前
田　

ち
ょ
う
ど
憲
政
資
料
室
な
ど
で
新
し

い
根
本
資
料
が
公
開
さ
れ
た
時
期
だ
と
い
う

の
と
重
な
っ
て
、
後
進
が
容
易
に
乗
り
越
え

が
た
い
高
み
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

旧
知
の
文
献
の
再
発
見

季
武　

最
近
ち
ょ
っ
と
面
白
い
経
験
を
し
ま

し
た
。憲
政
資
料
室
所
蔵
の
平
岡
浩
太
郎（
福

岡
県
の
代
議
士　

１
８
５
１
～
１
９
０
６
）

の
関
係
文
書
を
室
員
の
方
と
一
緒
に
文
字
起

こ
し
の
作
業
を
し
て
い
る
の
で
す
よ
。
そ
の

（右）楠本正隆書簡（写）　平岡浩太郎宛　［明治29（1896）年］5月10日付　平岡浩太郎関係文書100　当館憲政資料室所蔵
名古屋に行かなければならなかった大隈重信と鹿児島に滞在していた松方正義が、楠本正隆（衆議院議長）や平岡浩太郎の
斡旋もあって、京都で面会できるようになったことを伝える書簡。京都での大隈と松方の意見交換が、明治29（1896）年9月の
第2次松方内閣（いわゆる松隈内閣）の成立や、ひいては明治31（1898）年6月の第1次大隈内閣（いわゆる隈板内閣）誕生の

遠因となった。
（左）大津淳一郎『大日本憲政史』第4巻（宝文館，1927）に掲載された楠本正隆書簡の翻刻。
https://dl.ndl.go.jp/pid/1879481/1/372
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中
に
憲
政
党
の
結
成
に
つ
な
が
る
面
白
い
書

簡
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、「
す
ご
い
！
」「
こ

ん
な
新
史
料
あ
る
ん
だ
！
」
と
思
っ
て
調
べ

た
ら
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
ヒ
ッ
ト

し
て
、
大
津
淳
一
郎
（
茨
城
県
の
代
議
士　

１
８
５
７
～
１
９
３
２
）
の
『
大
日
本
憲
政

史
』
第
４
巻
（
宝
文
館
、
１
９
２
７
）
に
既

に
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
む
し
ろ
驚
き

ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
『
大
日
本
憲
政
史
』
の
奥
深
さ
に
い
ま
い

ち
ど
気
付
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
田　

私
も
、
く
ず
し
字
で
読
め
な
い
字
が

あ
っ
た
と
き
に
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
検
索
し
た
ら
既
に
『
伊
藤
博
文
秘
録
』

（
春
秋
社
、
１
９
２
９
～
１
９
３
０
）
と
い

う
資
料
集
の
中
で
翻
刻
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ

で
字
が
読
め
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

（
笑
）。
戦
前
の
著
作
や
伝
記
で
翻
刻
さ
れ
て

い
た
書
簡
は
、
戦
後
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
資
料

集
か
ら
漏
れ
て
い
る
と
忘
れ
が
ち
で
す
ね
。

季
武　

確
か
に
。

前
田　

私
の
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
か
ら
、

研
究
の
世
界
に
入
っ
た
と
き
、
最
初
に
『
大

日
本
憲
政
史
』
を
読
ん
で
研
究
テ
ー
マ
を
探

す
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
と
い
う
お
話
を
伺
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仰
っ
た
よ
う
な
「
奥

深
さ
」
と
か
か
わ
り
そ
う
で
す
が
、
古
典
的

な
研
究
書
で
は
な
く
そ
こ
か
ら
入
る
の
か
と

い
う
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。

季
武　

確
か
に
基
本
は
民
権
論
で
す
が
、
正

確
さ
と
詳
細
さ
を
め
ざ
し
て
史
料
を
収
集

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
史
料
に
語
ら
せ

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
ね
。
升ま
す

味み

準
之
輔

さ
ん（
政
治
学
研
究
者
）の『
日
本
政
党
史
論
』

（
全
７
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
６
５

～
１
９
８
０
）
に
近
い
で
す
ね
。
ど
ち
ら
も

饒
舌
な
点
も
。

前
田　
『
大
日
本
憲
政
史
』
の
よ
う
な
古
典

が
デ
ジ
タ
ル
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。
た
だ
、
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
出
て
く
る
昔
の
本

に
は
、
記
述
の
信
用
度
が
低
い
も
の
や
、
好

事
家
的
な
情
報
し
か
出
て
こ
な
い
も
の
も
あ

る
。
資
料
の
海
に
溺
れ
て
周
辺
情
報
ば
か
り

が
増
え
、
優
先
順
位
の
感
覚
が
マ
ヒ
す
る
の

は
、
現
代
の
歴
史
研
究
が
陥
り
や
す
い
罠
で

し
ょ
う
。
紙
か
デ
ジ
タ
ル
か
を
問
わ
ず
、
根

本
資
料
か
ら
読
む
必
要
は
当
面
変
わ
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
知
の
情
報
の
魅
力
に

攪か
く
ら
ん乱
さ
れ
ず
、
自
ら
の
優
先
順
位
を
主
体
的

に
保
つ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

戦
前
の
選
挙
の
資
料

前
田　

季
武
先
生
は
大
正
期
の
政
治
史
を
ご

専
門
と
さ
れ
、
特
に
第
２
次
大
隈
内
閣
期

（
１
９
１
４
年
４
月
～
１
９
１
６
年
10
月
）

の
政
治
史
の
研
究
か
ら
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
ご
論
文
の
表
題
に
も「
政
党
と
元
老
」

大津淳一郎（1857-1932）
肖像写真の出典：報知新聞社通信部編『名
士の少年時代　新人国記 関東篇』 平凡社, 
1930
https://dl.ndl.go.jp/pid/1224552/1/191

大津淳一郎『大日本憲政史』第1巻, 宝文館，1927
https://dl.ndl.go.jp/pid/1879425

『大日本憲政史』と大津淳一郎
『大日本憲政史』（全10巻, 宝文館, 1927-1928）は、慶応3（1867）年の大政奉還から大正時代の終わりまでの

政治史をまとめた本。立憲政治の成立と推移を詳述し、政治家の旧蔵文書や書簡などを数多く引用している。著
者の大津淳一郎は、自由民権運動に携わり、明治14（1881）年に『茨城日日新聞』を創刊した。茨城県会議員を務
めた後、明治23（1890）年の第1回衆議院議員総選挙に当選（その後、通算13回当選）。昭和2（1927）年、貴族院
勅撰議員。
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と
あ
り
ま
す
が
（「
第
二
次
大
隈
内
閣
に
お

け
る
政
党
と
元
老
」『
史
学
雑
誌
』 

91 （
６
）、

１
９
８
２
年
６
月
号
）、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
民
主
化
の
担
い
手
た
る
政
党
よ
り
、
こ

れ
に
直
面
し
た
国
家
建
設
者
（
元
老
・
藩
閥
）

の
意
外
な
存
在
感
に
叙
述
の
ウ
ェ
イ
ト
が
お

あ
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、

選
挙
の
研
究
を
１
９
９
０
年
代
に
発
表
さ
れ

る
の
で
す
が
、
な
ぜ
選
挙
に
ご
関
心
を
持
た

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

季
武　

近
現
代
史
を
勉
強
す
る
上
で
、
国
家

の
仕
組
み
を
研
究
す
る
こ
と
は
大
事
。
で
す

が
、
国
民
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。
こ
れ
を

ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
戦
後

歴
史
学
で
は
、
国
家
史
、
民
衆
史
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
。国
家
と
国
民
の
接
点
を
探
れ
な
い
か
、

か
と
い
っ
て
国
民
一
人
一
人
を
つ
か
ま
え
る

の
は
無
理
だ
、
ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
ん
だ

ろ
う
か
。
そ
う
し
た
中
で
、三
谷
太
一
郎『
日

本
政
党
政
治
の
形
成　

原
敬
の
政
治
指
導
の

展
開
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
６
７
）

の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
美

濃
部
達
吉
（
憲
法
学
者
）
の
、
一
番
自
然

な
社
会
の
団
結
は
地
方
的
な
団
結
だ
（「
現

行
選
挙
法
を
非
難
す
（
四
）」『
読
売
新
聞
』

１
９
１
２
年
３
月
８
日
）、
と
い
う
一
節
を

読
ん
で
、
村
と
い
う
の
を
一
つ
の
単
位
で
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
江
戸
時
代
の
村

請
制
じ
ゃ
な
い
が
、
個
人
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
村
単
位
で
あ
る
程
度
は
国
民
レ
ベ

ル
も
分
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
村
で
の
選
挙

で
は
、
選
挙
権
の
な
い
若
者
た
ち
ま
で
お
祭

り
騒
ぎ
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
選
挙

を
通
じ
て
、
下
の
レ
ベ
ル
の
動
き
も
見
た
い

と
い
う
考
え
で
し
た
。

前
田　

な
る
ほ
ど
。

季
武　

そ
の
後
、
私
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
山
室

恭
子
さ
ん
（
日
本
中
世
史
研
究
者
）
が
『
中

世
の
な
か
に
生
ま
れ
た
近
世
』（
吉
川
弘
文

館
、
１
９
９
１
）
と
い
う
本
を
書
き
、
非
常

に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
史
料
の
分

析
に
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
い
て
、
歴
史
研

究
の
実
証
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
の
で
す
。

前
田　

先
生
は
村
を
「
ム
ラ
」
と
表
記
さ
れ

る
の
が
印
象
的
で
す
が
、
こ
の
概
念
を
選
ん

だ
理
由
は
あ
り
ま
す
か
？

季
武　

勝
俣
鎮
夫
さ
ん
（
日
本
中
世
史
研
究

者
）
の
岩
波
新
書
『
一
揆
』（
岩
波
書
店
、 

１
９
８
２
）
が
面
白
か
っ
た
か
ら
で
す
。
村

と
い
う
も
の
が
近
世
の
中
に
で
き
て
く
る
。

そ
の
村
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
、
ず
っ
と

高
度
成
長
期
ま
で
来
て
い
る
よ
う
で
。
そ
の

後
、
柳
田
國
男
（
民
俗
学
者
）
の
『
明
治
大

正
史　

世
相
篇
』
を
読
み
直
し
て
、
17
世
紀

頃
か
ら
村
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

生
活
ぶ
り
が
明
治
時
代
に
な
っ
て
も
ず
い
ぶ

ん
引
き
つ
が
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
へ
ん
を
も
う
少
し
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
な

い
と
、
と
思
っ
て
村
に
注
目
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

前
田　

季
武
先
生
の
一
連
の
大
正
政
治
史

は
、１
９
８
０
年
代
の
佐
藤
誠
三
郎
先
生（
政

治
学
研
究
者
）
の
自
民
党
研
究
か
ら
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
い
た
の
で
は
と
推
測

し
て
い
た
の
で
す
が（
２
）、
中
世
史
や
民
俗
学
か

ら
の
影
響
は
盲
点
で
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
地

方
に
あ
る
選
挙
の
資
料
に
着
眼
さ
れ
た
経
緯

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。
今
で
こ
そ
憲
政
資

料
室
は
浅
沼
稲
次
郎
（
東
京
都
の
代
議
士　

１
８
９
８
～
１
９
６
０
）
な
ど
政
党
人
の
資

料
が
戦
後
ま
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
40
年

近
く
前
と
な
る
と
、
河
野
広
中
（
福
島
県
の

代
議
士　

１
８
４
９
～
１
９
２
３
）
や
佐
々

友
房
（
熊
本
県
の
代
議
士　

１
８
５
４
～

１
９
０
６
）
の
資
料
は
あ
る
も
の
の
、
藩
閥

の
資
料
が
中
心
で
、
政
党
は
ま
だ
ま
だ
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
選
挙
や
政
党
に
研
究

の
重
点
を
移
さ
れ
る
中
で
、
東
京
を
拠
点
と

す
る
資
料
収
集
に
限
界
を
感
じ
ら
れ
て
、
と

い
っ
た
事
情
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

季
武　

そ
ん
な
に
し
っ
か
り
考
え
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
当
時
、
憲
政
資
料
室

の
資
料
は
今
と
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
少
な

く
、
大
学
院
生
の
う
ち
に
、
関
心
の
あ
る
も

の
は
お
お
む
ね
見
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
大
学
院
生
時
代
は
時
間
も
十
分
に
あ
り

ま
し
た
の
で
、
最
低
週
３
日
は
来
て
、
朝
９

時
半
か
ら
閉
室
時
間
ま
で
必
死
に
史
料
を
筆

写
し
て
い
ま
し
た
。
目
標
と
し
て
は
１
日
で

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
40
枚
埋
め
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
日

は
と
て
も
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ

で
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
も
知
り
た

い
、
あ
れ
も
知
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
と
同
時
に
、
そ

の
頃
、
日
本
全
国
で
近
代
資
料
が
随
分
充
実

し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
各
地
で
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
公
文
書
も
だ
ん
だ
ん
に
公
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
自
治
体
史
が

出
て
来
て
、
編
纂
す
る
た
め
に
資
料
が
収
集

さ
れ
、
そ
れ
が
た
ま
っ
て
県
立
の
図
書
館
な

り
文
書
館
な
り
に
行
く
の
だ
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
。
で
は
、
全
国
を
歩
い
て
み
る
か
と
い

う
の
で
回
っ
て
み
た
。
選
挙
の
数
字
集
め
だ

け
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
回
っ
て
、
面

白
い
資
料
も
見
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を

１
９
８
０
年
代
、
30
代
の
前
半
位
に
や
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

全
国
で
の
資
料
調
査

前
田　

ど
の
く
ら
い
回
ら
れ
ま
し
た
か
？ 

『
選
挙
違
反
の
歴
史　

ウ
ラ
か
ら
み
た
日
本

の
１
０
０
年
』（
吉
川
弘
文
館
、
２
０
０
７
）
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の
あ
と
が
き
で
も
、
ま
さ
に
80
年
代
か
ら
普

及
し
始
め
た
ば
か
り
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て

全
国
を
飛
び
回
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た

ね
。

季
武　

全
都
道
府
県
。
お
お
む
ね
山
室
建け
ん
と
く徳

さ
ん
（
日
本
近
代
史
研
究
者
）
と
二
人
で
一

緒
に
。
都
合
が
つ
か
な
い
と
き
は
単
独
で
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
。
戦
前
の
大
選
挙

区
時
代
（
１
９
０
２
～
１
９
１
７
）
は
、
選

挙
の
地
域
別
の
数
字
が
分
か
る
資
料
は
体
系

的
に
は
残
っ
て
い
な
く
て
、
そ
の
地
域
の
県

庁
文
書
か
新
聞
を
見
な
い
と
分
か
ら
な
か
っ

た
。
川
人
貞さ
だ
ふ
み史
さ
ん
（
政
治
学
研
究
者
）
の

『
日
本
の
政
党
政
治
１
８
９
０-

１
９
３
７

年　

議
会
分
析
と
選
挙
の
数
量
分
析
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
１
９
９
２
）
が
出
て
、
だ

い
ぶ
見
晴
ら
し
は
良
く
な
り
ま
し
た
が
。

前
田　

特
に
注
目
し
て
い
た
地
方
は
あ
り
ま

し
た
か
？

季
武　

一
番
驚
い
た
の
は
宮
崎
県
庁
文
書
で

し
た
。
明
治
期
の
生
々
し
い
村
の
生
活
が
手

に
と
る
よ
う
に
浮
か
ぶ
の
で
す
。
た
だ
、
当

時
は
、
そ
れ
を
い
か
に
す
れ
ば
論
文
に
な
る

の
か
、全
く
見
通
し
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

単
に
面
白
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
面
白
さ

を
ど
う
表
現
し
た
ら
分
か
っ
て
も
ら
え
る
か

と
。
実
は
こ
の
宮
崎
県
庁
文
書
を
紹
介
し
て

く
れ
た
の
は
、
当
時
九
州
大
学
助
教
授
だ
っ

た
有
馬
学
さ
ん
（
日
本
近
代
史
研
究
者
）
で

し
た
。
ま
た
、
有
馬
さ
ん
は
福
岡
県
史
を
編

纂
し
て
い
て
、
つ
い
て
は
資
料
の
整
理
を
手

伝
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
毎

年
８
月
の
夏
休
み
に
村
瀬
信
一
さ
ん
と
一
緒

に
福
岡
に
１
週
間
行
っ
て
、
福
岡
県
地
域
史

研
究
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
資
料
整
理
を
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
時
整
理
し
て
い
た
の
は
、

永
江
純
一
（
福
岡
県
の
代
議
士　

１
８
５
３

～
１
９
１
７
）
と
い
う
立
憲
政
友
会
幹
事
長

の
資
料
で
、
地
方
有
力
者
た
ち
の
赤
裸
々
な

政
治
的
駆
け
引
き
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お

り
、
特
に
選
挙
で
の
巧
妙
な
作
戦
が
面
白

い
も
の
で
し
た
。
そ
う
そ
う
、
新
潟
で
は
、

『
雪
月
花  

西に
し
か
た
た
め
ぞ
う

潟
為
蔵
回
顧
録
』 （
野
島
出
版
、

１
９
７
４
）
掲
載
の
西
潟
為
藏
（
新
潟
県
の

代
議
士　

１
８
４
５
～
１
９
２
４
）
の
日
記

も
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

前
田　

福
岡
県
史
の
縁
で
、
ま
す
ま
す
集
中

的
に
選
挙
の
資
料
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
か
？

季
武　

そ
う
で
す
ね
。
永
江
純
一
や
野
田
卯

太
郎
（
福
岡
県
の
代
議
士　

１
８
５
３
～

１
９
２
７
）
の
資
料
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

選
挙
は
面
白
い
！　

と
感
じ
ま
し
た
。
大
選

挙
区
時
代
の
福
岡
県
は
見
事
に
立
憲
政
友
会

の
代
議
士
同
士
の
間
で
地
盤
協
定
が
で
き
る

ん
で
す
ね（
３
）。
こ
ん
な
に
綺
麗
に
で
き
る
も
の

か
と
い
う
の
が
不
思
議
で
、
こ
れ
は
全
国
的

に
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
い
っ
そ
の
こ
と
全
国

的
に
調
べ
て
み
る
か
と
。

前
田　

地
方
で
の
政
情
や
選
挙
事
情
は
地
方

新
聞
に
頼
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
野

田
や
永
江
ク
ラ
ス
の
魅
力
的
な
個
人
文
書
に

毎
回
め
ぐ
り
あ
え
る
と
一
番
良
い
の
で
し
ょ

う
が
、
そ
れ
は
難
し
い
の
で
。
や
は
り
新
聞

だ
け
だ
と
、
隔か
っ
か
そ
う
よ
う

靴
掻
痒
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

季
武　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
な
り
ま
す
と

地
方
新
聞
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
て
、
私
の
場

合
は
秋
田
県
で
経
験
し
た
ん
で
す
が
、
新
聞

だ
け
で
も
か
な
り
追
え
る
と
い
う
感
じ
は
あ

り
ま
し
た
。
危
う
い
点
も
あ
る
が
、
他
の
地

域
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け
ば
か

な
り
使
え
る
と
い
う
気
が
す
る
。

前
田　

そ
れ
は
、
府
県
ご
と
に
複
数
、
党
派

的
な
新
聞
が
分
か
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う

か
？

季
武　

党
派
と
い
う
よ
り
、
一
候
補
者
が
一

新
聞
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

そ
れ
ら
が
地
域
の
図
書
館
や
公
民
館
に
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
は
も
し
か
し
た
ら

僥ぎ
ょ
う
こ
う
倖
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の

印
象
で
は
他
の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
に
残
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
個
人
宅
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
歴
史

専
攻
の
人
間
に
は
足
で
稼
ぐ
こ
と
が
好
き
な

人
は
多
い
で
し
ょ
う
ね
。 

前
田　

一
候
補
一
新
聞
と
は
す
ご
い
。
戦
前

は
、
新
聞
が
政
党
と
の
関
係
で
党
派
化
・
系

列
化
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

季
武　

１
９
０
６
年
創
刊
の
名
古
屋
新
聞
と

い
う
新
聞
が
あ
り
ま
す
。
最
も
憲
政
会
に
近

い
新
聞
で
普
選
論
の
急
先
鋒
で
し
た
。
政
党

内
閣
時
代
は
立
憲
民
政
党
支
持
で
い
く
の
で

す
が
、
満
洲
事
変
以
降
に
な
る
と
、
最
も
強

硬
な
対
外
論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

前
田　

面
白
い
で
す
ね
。

季
武　

お
そ
ら
く
党
派
と
い
う
よ
り
新
聞
経

営
と
の
関
係
が
深
そ
う
で
す
ね
。

前
田　

名
古
屋
新
聞
か
ら
す
る
と
、
あ
え
て

政
党
を
前
に
出
す
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
ね
。
政
治
史
で
は
、
政
党
を

系
列
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
操
作
の
主
体
と
し

西潟為蔵『雪月花  西潟為蔵回顧録』本間恂一・ 溝口敏麿 編, 
野島出版, 1974　https://dl.ndl.go.jp/pid/12189776
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て
見
が
ち
で
す
。
で
も
、
メ
デ
ィ
ア
は
客
体

で
は
な
く
て
、
新
聞
社
に
は
新
聞
社
側
の
自

律
性
や
戦
略
性
が
あ
る
。
戦
前
の
政
党
と
複

数
の
地
方
新
聞
と
の
関
係
は
面
白
い
で
す

ね
。
そ
れ
が
分
か
る
資
料
の
発
掘
も
研
究
も

こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
と
よ
い
で
す
ね
。

　

実
は
、
最
近
は
明
治
政
党
史
の
小
リ
バ
イ

バ
ル
が
起
き
て
い
て
、
若
い
方
々
が
私
の
院

生
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
全
国

の
文
書
館
を
精
力
的
に
回
っ
て
い
て
、
兵

庫
県
洲す
も
と本
市
の
淡
路
文
化
史
料
館
の
高こ
う
つ津

家
文
書
（
高
津
雅
雄
（
兵
庫
県
の
代
議
士　

１
８
５
５
～
１
９
３
３
）
の
個
人
文
書
）
が

注
目
を
集
め
て
い
た
り
し
ま
す
。
野
田
や
永

江
の
資
料
に
も
、
今
後
新
し
い
世
代
の
研
究

者
か
ら
新
し
い
光
が
当
て
ら
れ
そ
う
で
す
。

季
武　

香
川
県
坂さ
か
い
で出
市
の
鎌
田
共
済
会
郷
土

博
物
館
の
鎌か
ま

田だ

勝か
つ

太た

郎ろ
う

（
香
川
県
の
実
業
家

貴
族
院
議
員　

１
８
６
４
～
１
９
４
２
）
の

文
書
も
面
白
い
で
す
よ
。

都
市
部
と
郡
部
に
お
け
る
政
党
化

前
田　

政
党
と
い
え
ば
、
明
治
後
期
か
ら
大

正
・
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
選
挙
に
お
け
る

政
党
化
の
程
度
を
ど
う
理
解
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
の
は
私
の
中
で
ず
っ
と
課
題
で

す
。
季
武
先
生
は
、
明
治
期
は
民
党
の
支
持

基
盤
で
あ
る
「
名
望
家
」（
地
主
、
地
方
企

業
の
資
本
家
と
し
て
政
党
地
方
支
部
を
支
え

た
人
々
）
が
ム
ラ
を
お
さ
え
、
こ
の
名
望
家

た
ち
の
全
国
的
な
連
合
が
１
８
９
０
年
代
の

最
初
期
の
総
選
挙
で
築
か
れ
、
そ
の
全
国
連

合
の
上
に
自
由
党
系
、
改
進
党
系
の
二
大
民

党
勢
力
が
乗
っ
か
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
提

起
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
20
世
紀
、
こ

と
大
正
期
の
民
主
化
の
時
代
に
入
る
と
、
政

党
の
地
域
社
会
へ
の
浸
透
が
よ
り
組
織
的
に

進
む
印
象
が
あ
り
、
逆
に
こ
れ
と
対
抗
す
る

官
僚
や
反
政
党
勢
力
の
側
も
国
民
を
組
織
化

し
よ
う
と
努
め
ま
す
。
政
党
化
の
動
き
と
反

政
党
化
の
動
き
と
が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
地
域
社

会
が
大
き
く
変
動
し
て
い
く
と
も
い
え
ま
す

が
、
こ
の
大
正
期
以
降
の
政
党
化
を
ど
の
よ

う
に
理
解
し
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

季
武　

私
の
理
解
で
は
、
郡
部
―
―
特
に

農
村
―
―
は
お
お
む
ね
政
党
化
が
順
調
に

い
っ
た
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
原

敬
（
第
19
代
内
閣
総
理
大
臣　

１
８
５
６
～

１
９
２
１
）
の
指
導
下
の
立
憲
政
友
会
は
、

大
選
挙
区
の
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
名
望
家

が
政
党
側
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
反
政
党
側
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
個
人
と
し
て
受
け
止
め
て
い

た
よ
う
に
も
思
う
の
で
す
。

前
田　

そ
れ
か
ら
、
都
市
部
で
は
別
の
磁
場

が
働
い
て
い
て
、
郡
部
で
立
憲
政
友
会
が
築

い
た
よ
う
な
地
盤
協
定
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
使

え
な
い
。
都
市
の
有
権
者
も
グ
リ
ッ
プ
で
き

な
い
か
ら
既
成
政
党
以
外
の
候
補
者
が
当
選

す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

季
武　

面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
こ

の
写
真
（
次
頁
）
は
１
９
１
５
年
の
総
選
挙

の
日
の
東
京
市
神
田
の
投
票
所
付
近
の
写
真

で
し
て
、
各
候
補
者
が
休
憩
所
と
称
し
て
自

分
に
投
票
し
て
く
れ
た
有
権
者
を
こ
こ
で
接

待
す
る
ん
で
す
。な
か
な
か
の
熱
気
で
し
ょ
。　

実
は
、
都
市
と
い
う
の
は
江
戸
時
代
以
来
の

伝
統
が
強
い
郡
部
と
は
違
う
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
ね
。
大
正
前
期
の
第
２
次
大
隈

重
信
内
閣
（
１
９
１
４
年
４
月
～
１
９
１
６

年
10
月
）、
寺
内
正
毅
内
閣
（
１
９
１
６
年

10
月
～
１
９
１
８
年
９
月
）
の
と
き
に
、
都

市
で
は
、
そ
れ
ま
で
鳴
り
を
ひ
そ
め
て
い
た

吏
党
勢
力
が
多
く
な
る
と
い
う
現
象
が
あ
り

ま
す
。
吏
党
は
民
党
と
は
反
対
に
藩
閥
官

僚
を
支
持
す
る
議
員
た
ち
が
構
成
す
る
政

党
で
し
て
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
急
速
に
増
加

し
た
の
か
、
ど
う
い
う
人
た
ち
な
ん
だ
ろ
う

と
思
っ
て
調
べ
て
み
た
ら
、
事
業
を
広
域
に

展
開
し
て
い
る
実
業
家
だ
と
か
、
海
外
の
植

民
地
や
貿
易
で
活
躍
し
て
い
る
よ
う
な
人
が

多
い
と
い
う
の
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
。
そ

う
い
う
人
た
ち
が
都
市
で
の
選
挙
の
攪か
く
ら
ん乱
要

因
と
し
て
突
然
出
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
時

間
を
か
け
て
出
馬
の
準
備
を
し
て
か
ら
出
て

く
る
の
で
は
な
く
、
降
っ
て
わ
い
た
よ
う
に

出
て
き
て
当
選
し
て
し
ま
う
、
こ
れ
は
何

な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
風
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
人
材
は
原

敬
、
そ
の
前
の
伊
藤
博
文
（
初
代
・
５
代
・

７
代
・
10
代
内
閣
総
理
大
臣　

１
８
４
１
～

１
９
０
９
）
と
い
う
立
憲
政
友
会
総
裁
が
欲

し
が
っ
た
人
材
で
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

も
っ
と
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
彼
ら

は
二
大
政
党
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
逆
に
い

え
ば
、
二
大
政
党
が
欲
し
が
っ
て
い
た
人
材

が
第
一
次
世
界
大
戦
前
で
は
吏
党
に
い
た
訳

で
、吏
党
の
方
が
先
進
的
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

前
田　

な
る
ほ
ど
。

季
武　

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
名
望
家
が
衰

え
て
い
く
と
、
選
挙
も
大
衆
化
し
て
い
き
ま

す
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
、
組
織
化
の
時

代
。
民
間
は
も
ち
ろ
ん
、
政
党
で
も
た
く
さ

ん
サ
ブ
組
織
を
作
っ
て
国
民
を
再
編
成
し
よ
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う
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
政
党
も

官
僚
も
混
ぜ
こ
ぜ
に
入
っ
て
い
ろ
ん
な
組
織

が
で
き
る
。
地
域
分
断
的
な
形
で
で
き
て
い

く
個
人
後
援
会
も
そ
の
流
れ
な
の
か
な
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
個
人
後
援
会
と
い
え

ば
、
憲
政
資
料
室
に
あ
る
坊
秀
男
（
和
歌
山

県
の
代
議
士　

１
９
０
４
～
１
９
９
０
）
の

関
係
文
書
で
す
と
か
、
そ
の
実
態
が
分
か
る

資
料
が
だ
ん
だ
ん
に
出
て
き
て
は
い
る
け
れ

ど
も
、
も
っ
と
本
格
的
に
研
究
す
る
余
地
が

あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
。

前
田　

多
元
的
な
組
織
化
の
時
代
と
い
う
視

点
で
自
民
党
政
権
ま
で
見
通
せ
る
の
で
す

ね
。
名
望
家
の
全
国
的
連
合
と
、
個
人
後
援

会
の
地
域
分
断
性
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
、
大

変
興
味
深
く
伺
い
ま
し
た
。
男
子
普
選
や
戦

後
改
革
の
作
用
と
併
せ
て
、
混
ぜ
こ
ぜ
の
組

織
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
関
す
る
本
格
的
な

研
究
が
出
て
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

北
海
道
の
現
代
史
資
料

季
武　

前
田
さ
ん
は
北
海
道
１
５
０
年
史
関

連
の
自
治
体
史
編
纂
も
し
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
北
海
道
の
資
料
の
残
り
具
合
は
ど
う
で

す
か
？

前
田　

北
海
道
の
政
治
史
研
究
に
は
19
世
紀

中
心
の
面
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま

す
。
現
代
史
研
究
は
手
薄
で
し
た
。
そ
の
た

め
戦
後
史
全
般
、
特
に
保
守
政
治
家
の
資
料

が
ま
だ
十
分
整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。た
だ
、

米
国
札
幌
領
事
館
関
係
の
資
料
が
米
国
国
立

公
文
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
に
あ
っ
て
、
そ
の

一
部
を
憲
政
資
料
室
で
も
複
製
と
し
て
収
集

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
米
国
側
は
保
守

系
と
多
く
接
触
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
の
を

読
む
と
町
村
金
五
（
北
海
道
の
代
議
士
・
知

事　

１
９
０
０
～
１
９
９
２
）
の
発
言
も
出

て
く
る
。
保
守
系
は
、
ま
だ
米
国
側
の
資
料

で
補
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
そ
う

で
す
。
逆
に
革
新
系
は
比
較
的
残
り
が
良
く

て
、
た
と
え
ば
北
海
道
労
働
資
料
セ
ン
タ
ー

に
は
、
各
党
の
選
挙
戦
術
の
分
析
、
さ
ら
に

社
会
党
と
公
明
党
の
協
力
交
渉
経
緯
を
記
し

た
資
料
も
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
山
崎

幹み
き

根ね

先
生
（
行
政
学
研
究
者
）
と
ご
一
緒
し

て
編
纂
し
た
３
月
刊
行
予
定
の
『
北
海
道
現

代
史　

資
料
編
１
（
政
治
・
行
政
）』
に
載

せ
ま
し
た
け
れ
ど
。
た
だ
、
農
民
運
動
、
労

働
運
動
に
比
べ
る
と
革
新
系
も
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
、
道
外
の
文
書
館
に
だ
い
ぶ
頼
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

季
武　

こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。お
そ
ら
く
、

ま
だ
あ
ま
り
資
料
が
出
て
い
な
い
気
が
し
ま

す
ね
。

前
田　

冷
戦
期
の
北
海
道
は
東
西
対
立
の
影

響
を
受
け
る
前
線
な
の
で
、
米
国
・
ソ
連
・

韓
国
の
領
事
館
の
動
き
が
見
え
ま
す
し
、
北

方
領
土
返
還
運
動
と
沖
縄
返
還
運
動
の
関
わ

第12回衆議院議員総選挙投票日当日（大正4（1915）年3月25日）の東京市神田の投票所付近。各候補者の休憩所が設置されており、古島一雄、
鳩山一郎、三木武吉らの名前が見える。『歴史写真』1915年5月號　https://dl.ndl.go.jp/pid/966214/1/22
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り
な
ど
も
あ
っ
て
。
戦
後
の
北
海
道
は
政
治

外
交
史
的
に
未
知
の
主
題
が
多
く
て
面
白
い

な
と
思
い
ま
す
。

資
料
情
報
の
整
理
と
共
有

季
武　

先
ほ
ど
話
に
出
た
兵
庫
県
の
洲
本
市

と
い
え
ば
、
私
も
永
田
秀
次
郎
（
兵
庫
県
出

身　

東
京
市
長
・
貴
族
院
議
員　

１
８
７
６

～
１
９
４
３
）
の
旧
蔵
文
書
に
つ
い
て
、
永

田
家
で
調
査
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
部
は
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

残
す
と
い
う
意
味
で
い
う
と
、
機
関
に
最
終

的
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
傾
向
が
一

般
的
に
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
思
い
ま

す
ね
。
問
題
は
、
資
料
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
以
前
は
『
全
国
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
要

覧
』（
国
立
国
会
図
書
館
、
１
９
５
７
年
、

１
９
７
７
年
改
訂
版
）
が
あ
っ
た
の
で
便
利

だ
っ
た
の
だ
け
ど
…
…
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
立
国
会
図
書
館
が
全

国
の
図
書
館
等
と
協
同
で
構
築
し
て
い
る
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
（
調
べ
も
の
の
相
談
）
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
に
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

す
る
ペ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
が
、
入
っ
て
い
る

の
は
一
部
で
す
ね
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
（
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
横
断
的
に
探
せ
る
サ
イ
ト
）
は
歴
史
的
文

書
の
中
身
を
細
か
く
調
べ
る
も
の
と
も
違
い

ま
す
し
。

前
田　

機
関
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
の
は
朗
報
で
す
ね
。
ま
た
最

近
は
、
専
門
の
図
書
館
が
た
た
ま
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
自
治
体
史
編
纂
事
業
が
終
わ
っ

た
り
す
る
と
、
資
料
が
分
散
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
へ
ん
の
所
蔵
先
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
も
必
要
に
な
る
の
で
、
資
料
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
本
当
に
や
ろ
う
と

す
る
と
、
結
構
な
労
力
に
は
な
る
と
思
い
ま

す
し
、
現
状
は
詳
し
い
人
に
聞
く
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
ア
ー
カ
イ
ブ
の
一

覧
が
整
理
さ
れ
る
と
利
用
者
や
引
用
者
も
増

え
る
で
し
ょ
う
し
、
ひ
い
て
は
そ
の
ア
ー
カ

イ
ブ
の
存
続
に
多
少
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
も
資
料
調
査
の
た
び
に
、
予
算

や
人
員
の
制
約
の
も
と
で
も
、
誇
り
を
持
っ

て
、
資
料
を
で
き
る
限
り
良
い
状
態
で
保
管

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域
文
書
館
・
図
書

館
の
方
々
の
努
力
に
研
究
が
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
今
は
検
索
も
し
や

す
い
か
ら
、誰
か
が
使
い
始
め
る
と
、わ
あ
っ

と
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
若
手
研
究
者
が
集
ま

る
こ
と
な
ん
か
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

季
武　

ア
ッ
と
い
う
間
に
資
料
情
報
が
増
え

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が

大
変
で
。
調
べ
る
上
で
の
羅
針
盤
み
た
い
な

も
の
を
示
す
仕
事
を
誰
か
が
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
ね
。

前
田　

米
国
の
文
書
館
ガ
イ
ド
が
何
冊
か
出

て
い
ま
す
が
、
誰
か
が
日
本
史
版
を
本
に
し

て
く
れ
る
と
よ
い
で
す
ね
。
今
こ
の
テ
ー
マ

で
は
、
最
低
限
こ
れ
く
ら
い
読
ま
な
き
ゃ
、

調
べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
。
季
武
先
生
と
伊

藤
隆
先
生
が
編
者
に
な
ら
れ
た
『
近
現
代

日
本
人
物
史
料
情
報
辞
典
』（
全
４
巻
、
吉

川
弘
文
館
、
２
０
０
４
～
２
０
１
１
）
が
金

字
塔
で
す
が
。
こ
の
よ
う
に
情
報
が
共
有
さ

れ
や
す
く
な
る
と
、
研
究
も
地
理
的
な
懸
隔

を
越
え
て
連
鎖
し
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
ち
ょ

う
ど
将
棋
の
世
界
で
も
、
ネ
ッ
ト
将
棋
と
Ａ

Ｉ
の
発
展
で
地
域
差
が
狭
ま
り
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
も
強
い
少
年
少
女
が
前
よ
り
台
頭

し
や
す
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
私
は
デ
ジ
タ

ル
世
代
と
ア
ナ
ロ
グ
世
代
の
は
ざ
ま
に
あ
る

渡
辺
明
九
段
と
ち
ょ
う
ど
同
世
代
な
の
で
す

が
、「
細
い
攻
め
を
つ
な
ぐ
」
天
才
で
あ
る

渡
辺
九
段
の
、
ア
ナ
ロ
グ
時
代
に
は
な
か
っ

た
膨
大
な
情
報
量
を
適
切
に
取
捨
す
る
能
力

に
対
し
て
、
ラ
イ
バ
ル
の
羽
生
善
治
九
段
が

敬
意
を
示
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

季
武　

あ
な
た
も
相
当
将
棋
が
好
き
だ
ね
。

前
田　

ま
ぁ
観
る
専
門
で
は
あ
り
ま
す
が

（
笑
）。

（注）

 １　  座談会参加者は、宇野俊一、大山梓、坂井雄吉、西田長寿、山辺健太郎、藤井貞文、田山茂、

大久保利謙［司会］。「憲政資料ノート（10）座談会　憲政資料室の資料をめぐって」『国

立国会図書館月報』42, 1964.9, pp.21-25　＜当館請求記号　Z21-146 ＞

２　 詳細は、季武嘉也『大正期の政治構造』吉川弘文館 , 1998, p.46（注 16）を参照。＜当

館請求記号　GB461-G6 ＞

３　 詳細は、有馬学・季武嘉也「戦前におけるいわゆる大選挙区制と政党支部―第一二、

一三回総選挙における福岡県政友会の動向を中心に―」『福岡県史』近代研究編 各論（二）, 

福岡県 , 1996, pp.557-648　＜当館請求記号　YQ5-140 ＞
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C
D

　国立国会図書館は紙の資料だけでなく、CD、DVD、USB メモリといったパッケージ系電子

出版物や、物理的な形のないインターネット上のデジタルデータ等も所蔵しています。このよ

うな電子資料の永続的な利用を保証するには、紙の資料とは異なる適切な長期保存のための取

組が必要となります。

　当館では、主に令和 2 年から令和 5 年にかけて、より劣化が懸念されるフロッピーディス

ク（FD）のマイグレーション作業に注力していました。FD の作業がほぼ終了したこともあり、

令和 5 年度より、CD（Compact Disc）のマイグレーションに本格的に着手しました。

　この記事では、当館における電子資料の長期保存の概要と FD のマイグレーションについて

紹介した前回の記事（「電子情報の長期保存 ABC」（730 号（2022 年 2 月）））の続編として、

CD 等を対象とした長期保存の取組について紹介します。

（電子情報部 電子情報企画課 次世代システム開発研究室　木下貴文）

電子資料の長期保存 ABC ②
CD の長期保存

17 国立国会図書館月報 766号 2025.2



C

D
D

C
物理的な破損 媒体の寿命

改ざんや上書き

利用環境

・軽微な汚れや一部の傷で CD 等全体が読
み取れなくなることがある。

当館では令和 2 年度に、所蔵しているパッケージ系電子出版物の数量調査を行いました。その結果、
CD、DVD、Blu-ray Disc といった光ディスク（CD 等）を約 87 万 3000 点所蔵しており、年間約 3 万
9000 点のペースで増加していることがわかりました。
その種類も、データ、書籍、統計、音声 CD、映像 DVD、アプリケーション、ゲーム等、多岐にわたります。

CD 等の長期保存における課題

・CD 等の寿命は 10 年程度という説から
100 年以上という説まで様々。

・読取専用の CD 等と比べると、追記型、
書換型の方が早く劣化するとされている。

・紙媒体の寿命よりは短いと考えておいた
方が安全。

・書換型の CD 等は、改ざんや上書きが容
易。

・意図しない書き換えやデータ削除のリスク
もあり、利用の際は注意が必要。

・CD 等はまだ現役で使われるため、ドライ
ブの入手等の問題は現時点ではない。

・データ用 CD 等は様々な OS、ソフトウェ
ア、機器で用いられるため、記録された
データを正しく利用するには、多種多様な
環境を長期に維持する必要がある。

当館での CD 等の所蔵状況

18国立国会図書館月報 766号 2025.2



D
C

C
媒体変換（マイグレーション） 利用環境の維持

特徴
内周から外周に渦巻き状に記録します。容量は、データ記録であれ
ば 650MB や 700MB 程度の物が、音声記録であれば 74 分や 80
分程度の物が一般的です。

形状
直径 12cm のものが最も一般的ですが、直径が 8cm のものもシング
ル CD として広く用いられました。その他、カード型など、特殊な形
状をした CD も存在します。

音声用 / データ用
当初は音声記録専用でしたが、その後汎用的なデジタルデータ記録用
として用いられるようになりました。1 枚の CD に音声とデータの両方
を記録することも可能です。

書込の可 / 否
開発当初は読取専用（Read-Only）のもののみでしたが、その後、
1 度だけ書き込みができる CD-R（Recordable：追記型）や、何度
も書き換えられる CD-RW（ReWritable：書換型）が開発され、現
在も広く用いられています。

CD は現在まで広く用いられているデジタル記録媒体です。1980 年代前半にソニーとフィリップスによっ
て音声記録専用に開発されたものがそのはじまりですが、その後さまざまな種類のものが作られています。

CD の特徴・種類

・Windows XP 登載 PC を閲覧用（印刷不可）
に保有。

・Windows XP、Windows7 等 の 古 い OS を
入手し、仮想環境での動作の調査を実施。

・マイグレーション：デジタルデータをより安全
な記録媒体に移すこと。CD 等からデータを
取り出して別の媒体へと移すこと。

・令和 5 年度に、2000 年までに刊行された図
書の付録 CD を中心とした約 1 万 5000 枚程
度の CD をマイグレーションした。

・書換型であると判明した CD 等は優先的にマ
イグレーションしている。

| 参考：当館のこれまでのマイグレーションの取組 |

媒体種別 所蔵数（令和２年度時点の概数） 令和５年度までの実施数

CD 等 約 870,000 約 15,000

書換型の CD 等 1,000 394

USB メモリ 600 547

MO 36 36

MD 1,177 144

FD 12,400 12,312

当館での CD の長期保存のための対策

保管

・ 温 湿 度 が 管 理され た 書 庫（22 ℃、 湿 度
55%）で保管
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C

D

CD 等は令和 7 年現在も日常的に用いられており、ドライブ等の利用環境の懸念等は比較的少ないものの、
p.18 で述べた課題に加え、膨大な所蔵量とそこからくるマイグレーション作業の効率化、適切な優先順位
設定の必要性等、FD では見られなかった課題も多くあります。
今後も、数十年、数百年後の未来の人たちにも現在の文化が伝えられるよう、日々 の保存対策や技術調査
を進めていきます。

PC 等の端末で CD 内のファイルやフォ
ルダをコピーする方法と、イメージファ
イルを作成する方法を、必要に応じて
使い分けています。

データ用 CD

| マイグレーションしたデータは？|

マイグレーションした資料のうち、技術
的な制約がなく利用提供が可能なもの
については、令和 7 年 2 月現在、主に

「パッケージ系電子出版物」コレクショ
ンの資料として、順次国立国会図書館
デジタルコレクションに登録し、館内限
定で公開しています。

当館での CD のマイグレーション作業

※ WAVE ファイル（拡張子は WAV と
することが多い。）は音声データを非圧
縮で保存する際に最もよく用いられる
フォーマットの１つ

記録された各トラック（例えば音楽 CD
の場合１曲に相当）を、そのままの音質
でWAVEファイルとして取得しています。

音声用 CD

※イメージファイルはCD1枚に記録されたデジタルデー
タを、空き領域や管理領域も含め最初から最後まで順
番に読み出し、１つのファイルとして保存したもの（CD
の場合は ISO ファイルと呼ばれることが多い）。
イメージファイルを別の CD-R 等に書き戻せば、基本
的に元の CD と同一のディスクが作成することができ
る。また、ほとんどの場合、イメージファイルから中のファ
イルを取り出すこともできる。
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い
ま
私
た
ち
が
手
に
し
て
い
る
本
に
は
、

当
た
り
前
の
ご
と
く
標
題
紙
や
ペ
ー
ジ
番
号

が
あ
る
。
だ
が
昔
は
な
か
っ
た
。
活
版
印
刷

術
の
発
明
に
よ
っ
て
、
本
は
そ
の
姿
を
変
え

た
の
だ
。
写
本
か
ら
今
の
本
の
姿
へ
移
行
す

る
試
行
錯
誤
の
日
々
、
そ
れ
こ
そ
が
「
イ
ン

キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
時
代
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
「
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
」
と
は
何

か
。
和
訳
す
る
と
「
ゆ
り
か
ご
本
」。
幼
少

期
の
本
、
つ
ま
り
初
期
印
刷
本
（
15
世
紀
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
金
属
活
字
に
よ
り
印
刷
さ
れ

た
も
の
）
の
こ
と
だ
。

　

本
書
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
の
イ
ン
キ
ュ

ナ
ブ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
会
図
録
で

あ
る
。
監
修
者
の
安あ
が
た形
麻
理
氏
は
慶
應
義
塾

大
学
で
書
誌
学
の
研
究
を
し
て
お
り
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
も
活
用
し
な
が
ら
当
時
の
印
刷
本

の
形
態
や
印
刷
の
仕
組
み
を
解
き
明
か
し
て

い
る
。
そ
ん
な
安
形
氏
を
は
じ
め
と
す
る
研

究
者
ら
が
解
説
を
加
え
た
本
書
を
読
め
ば
、

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
が
世
界
に
与
え
た
影
響
、

広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
本
書
の
序
盤
で
紹
介
さ
れ
る
の
が

『
42
行
聖
書
』。
活
版
印
刷
術
を
発
明
し
た

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
最
初
に
印
刷
し
た
と
さ

れ
、
42
行
２
段
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
う

呼
ば
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
も
の
は
世
界
で

48
部
し
か
な
い
、
貴
重
な
書
だ
。
こ
の
『
42

行
聖
書
』
は
写
本
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い

る
と
い
う
。
文
章
の
冒
頭
の
カ
ラ
フ
ル
な
装

飾
頭
文
字
も
そ
の
１
つ
だ
。
写
本
の
時
代
は

文
字
や
模
様
で
ペ
ー
ジ
を
埋
め
尽
く
し
、
色

に
よ
っ
て
文
章
の
区
切
り
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
多
く
は
印
刷

時
に
余
白
を
残
し
て
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
人

の
手
で
頭
文
字
を
描
い
て
い
た
そ
う
だ
。
そ

の
後
、
白
黒
印
刷
の
普
及
に
伴
っ
て
、
色
で

は
な
く
改
行
や
イ
ン
デ
ン
ト
に
よ
っ
て
文
章

構
造
を
表
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
紙
の
１
枚
ご
と
に
フ
ォ
リ
オ
番
号

が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ

ラ
の
時
代
だ
。
こ
れ
が
今
の
ペ
ー
ジ
番
号
に

発
展
し
て
い
く
。
し
か
し
本
書
収
録
の
資
料

か
ら
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
と
い
う
の
も
、
目
次
は
あ

る
の
に
本
文
に
番
号
が
刷
ら
れ
て
お
ら
ず
、

手
書
き
で
書
き
足
さ
れ
て
い
る
例
、
逆
に
本

文
に
は
番
号
が
あ
る
の
に
目
次
や
索
引
で
活

用
さ
れ
て
い
な
い
例
、
番
号
が
乱
れ
て
い
る

例
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
例
が
見
ら
れ
る
の
だ
。

印
刷
業
者
の
努
力
が
偲
ば
れ
る
。

　

ほ
か
に
も
多
く
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
イ

ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

変
化
は
直
線
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

確
実
に
今
に
繋
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
英
数

字
の
代
表
的
な
フ
ォ
ン
ト
「Tim

es N
ew

 

Rom
an

」
も
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
時
代

に
開
発
さ
れ
た「
ロ
ー
マ
ン
体
」が
元
に
な
っ

て
い
る
そ
う
だ
。
本
書
の
後
半
で
は
、
ロ
ー

マ
ン
体
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
当
館
も
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
を

15
点
所
蔵
し
て
い
る
。「
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ　

－

西
洋
印
刷
術
の
黎
明

－

」
と
い
う
電
子
展

示
会＊
も
、
当
館
Ｈ
Ｐ
上
で
見
ら
れ
る
。
印
刷

術
や
活
字
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
学
べ
る
う

え
、
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
の
魅
力
を
実
感
で
き

る
の
で
、
ぜ
ひ
本
書
と
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
川 

結
衣
）

＊電子展示会「インキュナブラ －西洋印刷術の黎明－」
https://www.ndl.go.jp/incunabula/index.html

国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

インキュナブラの時代 
慶應義塾の西洋初期印刷本
コレクションと その広がり 
第30回慶應義塾図書館貴重書展示会
安形麻理 監修
慶應義塾図書館　2018.10  
107p ; 26 cm
<請求記号  UM31-L5>
表紙画像提供：慶應義塾図書館
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図書館関係者の方に伺いました―『月報』はどのように利用していますか？図書館関係者の方に伺いました―『月報』はどのように利用していますか？
　『月報』は毎号、当館から各種図書館等に送付しています。それらをどのように利用しているか　『月報』は毎号、当館から各種図書館等に送付しています。それらをどのように利用しているか
尋ねたところ、以下のような回答でした。尋ねたところ、以下のような回答でした。

	 	 ・利用者の利用に供している　　　　　　　　　　43名	 	 ・利用者の利用に供している　　　　　　　　　　43名
	 	 ・業務上の参考資料として職場で回覧している　　44名	 	 ・業務上の参考資料として職場で回覧している　　44名
	 	 ・両方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23名	 	 ・両方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23名

～ 10代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代～ 計
国会関係 1 2 1 1 5
図書館関係
（公共図書館） 11 14 20 13 5 63

図書館関係
（大学図書館） 1 9 13 11 8 42

図書館関係
（専門図書館） 2 3 2 7

会社員 1 3 3 7 5 19
公務員・団体職員
（教員除く） 1 1 4 6 2 14

教員 1 4 3 1 9
学生・大学院生 1 3 1 5
その他 1 2 3 3 15 3 27
計 1 19 34 43 49 41 4 191

職場等に届いた
・

職場等での回覧
図書館等で
見かけた

インターネット
等で調べものを
していて発見

X（旧 Twitter）
で見た

友人・知人
からの紹介 その他

国会関係 3 2
図書館関係
（公共図書館） 42 21

図書館関係
（大学図書館） 27 13 1 1

図書館関係
（専門図書館） 3 2 1 1

会社員 6 5 5 3
公務員・団体職員
（教員除く） 7 4 3

教員 2 3 3 1
学生・大学院生 3 2
その他 6 8 6 3 1 3
計 96 61 20 8 2 4

　小誌では、 良い誌面作りを目指し、 6 月 25 日 （火） から 12 月 5 日 （木） まで読者アンケートを実

施し、 １９１名の方々からご回答をいただきました。 ここでは、 アンケート結果の一部を紹介いたします。

　皆様からいただいたご意見 ・ ご感想は、 今後の企画 ・ 誌面作りの参考にさせていただきます。 ご協

力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。

『国立国会図書館月報』読者アンケートの結果から『国立国会図書館月報』読者アンケートの結果から

表１：ご回答者のご職業・年齢分布表１：ご回答者のご職業・年齢分布

表２：『月報』を読んだきっかけ表２：『月報』を読んだきっかけ （単位：名）

（単位：名）
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冊子体 PDF
ファイル 両方

国会関係 1 1 3
図書館関係
（公共図書館） 60 1 2

図書館関係
（大学図書館） 31 3 8

図書館関係
（専門図書館） 5 2

会社員 10 7 2
公務員・団体職員
（教員除く） 9 5

教員 2 7
学生・大学院生 2 3
その他 11 14 2
計 129 42 20

0 20 40 60 80 100

読んでいない要改善ふつう面白い

国立国会図書館で行う
展示や講演会に関する記事

国立国会図書館の所蔵資料に関する記事

国立国会図書館の提供する
システムやサービスに関する記事

「NDL Topics」

「世界図書館紀行」

「本屋にない本」

「館内スコープ」

「今月の一冊」

（％）

表３：『月報』を読む媒体表３：『月報』を読む媒体

グラフ 1：『月報』の各コーナーや記事についての感想グラフ 1：『月報』の各コーナーや記事についての感想

ほとんど
全て

興味のある
記事だけ 目次だけ その他

国会関係 2 3
図書館関係
（公共図書館） 13 47 3

図書館関係
（大学図書館） 16 22 4

図書館関係
（専門図書館） 3 4

会社員 8 9 2
公務員・団体職員
（教員除く） 1 11 1 1

教員 3 6
学生・大学院生 1 3 1
その他 5 17 4 1
計 52 122 15 2

表４：『月報』の記事をどの程度読むか表４：『月報』の記事をどの程度読むか

0 20 40 60 80 100 120

その他

当館刊行物の紹介

国内外の図書館との協力について

資料の保存について

書誌データの作成・提供について

資料の収集について

行政・司法各部門に対するサービスについて

国会に対するサービスについて

（件）

グラフ２：今後『月報』で読みたい記事のテーマグラフ２：今後『月報』で読みたい記事のテーマ

（単位：名）（単位：名）
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自由記述欄への回答から自由記述欄への回答から

全体について

・ 毎回、 職場で回覧される冊子体を愛読している。 ネットはなかなか閲覧できないが、 冊子は目の

前にあると必ず読む。 予算が厳しいかもしれないが冊子体継続を望む。

・ 冊子体の刊行は止め、 電子版だけでも良い。

・ 最新号は冊子で見るが、 バックナンバーを確認する際は PDF が便利だと感じる。

・ サイズが大きくなり、 カラーになり、 どんどん進化している感じがある。 文字が大きいと助かる。

・ 資料のデジタル化の進展で、 様々なビジュアルの誌面構成が可能となっていると思う。 むしろこ

のような時代にこそ、 文章自体の力が必要になる。 資料紹介的な記事でも引用文献や画像の量

は適度に抑えて、 比較的コンパクトで読みやすい記事構成を望む。

・ 全体として、 図表や写真が豊富に掲載されていて、 分かりやすく、 興味を引く構成になっている

のが良い。 「NDL Topics」 で研修や新刊の情報を知ることが出来るのも有難い。

・ 企画、 編集を丁寧にされているさまがうかがえる紙面だ。 連載記事群で評価のあるものを、 冊

子体、 PDF などで刊行できないか。

　自由記述欄にいただいたご意見の一部を紹介します （表記・文体等は一部編集しています）。

『月報』 の各コーナーや記事について

・ 他にはない資料が紹介されており、 読んでいて楽しい。 また、 来歴が詳しく紹介されていて勉強

になる。

・ 「今月の一冊　国立国会図書館の蔵書から」 のコーナーは、 国立国会図書館が持つ歴史や蔵書の

スケールの大きさを感じながら読んでいる。 また、 「NDL Ngram Viewer」 など、 新しいサー

ビスを知るきっかけともなっている。

・ 「世界図書館紀行」 は、 普段あまりなじみのない外国の図書館の取り組みについて詳しく知るこ

とができ、 とても参考になる。 また、 主に取次店を通さない国内出版物を取り上げた 「本屋に

ない本」 も、 貴重な資料を多く紹介して、 非常に興味深い記事になっている。

・ 「館内スコープ」 をまず読む。 とても面白い。

・ 以前 2 度連載されていた 「国立国会図書館で働いています」 が面白かった。 以前は中堅職員の

方が多かったような気がするので、 今度は、 若手やベテラン ・ 上層部なども見てみたい。

・ 直近の号では憲政資料等の歴史的資料の本文や、 納入時の保存状況写真を興味深く読んだ。 そ

の資料を１点ずつ確認し目録整備を行うと知り、 感心した。

・ 内容が娯楽性に偏りすぎている。 娯楽性の高い情報は広報リーフレットとして刊行し、 年報を補

完するような内容にして欲しい。

・ 興味のあるものは読みに行くが、 そうでないものはあまり面白くない。 興味のないものも少しで

も興味を引くような体裁を検討して欲しい。

・ 将来、 国立国会図書館で働きたいと考えており、 『月報』 で国立国会図書館の取り組みを知るこ

とができるのは有り難い。 「今月の一冊」 のコーナーは特に面白い。 本の内容だけでなく、 その

本ができた経緯を知ることができるとさらに興味が湧く。
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
令
和
７
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験

令
和
７
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

○
職
務
内
容

●
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）・
障
害
者
（
係

員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

調
査
業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務

●
施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

施
設
設
備
の
維
持
及
び
管
理
等
に
関
す
る
業
務
、設
備
新
営
・

改
修
工
事
に
関
す
る
設
計
・
監
理
業
務
、
設
備
に
関
す
る
技
術

に
係
る
調
査
研
究
業
務
並
び
に
当
該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

る
業
務

○
障
害
の
あ
る
方
へ

受
験
資
格
を
満
た
せ
ば
、障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）、総
合
職
試
験
、一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）、

施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
い
ず
れ

か
１
つ
を
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
以
外
の

試
験
を
受
験
す
る
場
合
も
、
受
験
上
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。

○
専
門
試
験
（
記
述
式
）
の
「
工
学
・
情
報
工
学
」
の
変
更
に

つ
い
て

総
合
職
試
験
及
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
第
２

次
試
験
並
び
に
障
害
者（
係
員
級
）採
用
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）

の
第
１
次
試
験
の
専
門
試
験
（
記
述
式
）
の
選
択
科
目
「
工
学
・

情
報
工
学
」
に
つ
い
て
、
選
択
分
野
の
「
工
学
」「
情
報
工
学
」

を
独
立
し
た
２
つ
の
科
目
と
し
て
出
題
し
ま
す
。

・
令
和
６
年
度
試
験
ま
で
：
選
択
分
野
「
工
学
」「
情
報
工
学
」

か
ら
受
験
時
に
１
分
野
選
択

・
令
和
７
年
度
試
験
か
ら
：
選
択
科
目
「
工
学
」「
情
報
工
学
」

か
ら
受
験
申
込
時
に
１
科
目
選
択 

そ
の
他
の
選
択
科
目
（
法
学
（
憲
法
、
民
法
、
行
政
法
、
国

際
法
か
ら
受
験
時
に
２
分
野
選
択
）、
政
治
学
、
経
済
学
、
社

会
学
、
文
学
、
史
学
（
日
本
史
、
世
界
史
か
ら
受
験
時
に
１
分

野
選
択
）、
図
書
館
情
報
学
、
物
理
学
、
化
学
、
数
学
、
生
物
学
）

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
試
験
案
内
の
入
手
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
入
手
可
能
で
す
。

・
東
京
本
館
、
関
西
館
又
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
来
館

・
郵
便
で
請
求

・
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

受
験
申
込
方
法
等
の
採
用
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
立

国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/em

ploy/

○
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

国
立
国
会
図
書
館 

総
務
部 

人
事
課 

任
用
係

〒
１
０
０
‐
８
９
２
４ 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
10
‐
１

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
３
３
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
５
８
１
）
１
７
５
８

令和7年度採用試験ポスター令和7年度採用試験ポスター

申込受付期間令和7年

２/3 ２/19～10時
（月）

17時
（水）

詳細は国立国会図書館ホームページへ
https://www.ndl.go.jp/jp/employ/

＜第１次試験日＞
■ 総合職試験・一般職試験（大卒程度試験）　　　 3/22（土）
■ 施設設備専門職員採用試験（大卒程度試験） ※建築　3/22（土）
■ 障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験） 　  4/19（土）

立法を支える調査業務から 知を支える図書館業務まで

※1※1
・H17.4.2以降に生まれた方でも、総合職試験は大学卒又はR8.3までに卒業見込、それ以外の試験は大学・短大・高専卒又はR8.3までに卒業見込であれば受・H17.4.2以降に生まれた方でも、総合職試験は大学卒又はR8.3までに卒業見込、それ以外の試験は大学・短大・高専卒又はR8.3までに卒業見込であれば受

験可能です。験可能です。
・日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方、平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を・日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方、平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を

受けている方（心神耗弱を原因とするもの以外）は受験できません。受けている方（心神耗弱を原因とするもの以外）は受験できません。
・申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例制度があります。）・申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例制度があります。）
※2※2

・受験申込みは、原則国立国会図書館ホームページの受験申込フォームからのオンライン申込みに限ります。当該フォームからの申込みができない場合は、・受験申込みは、原則国立国会図書館ホームページの受験申込フォームからのオンライン申込みに限ります。当該フォームからの申込みができない場合は、
郵送による申込みを受け付けます（受験申込書の郵送交付請求締切り：R7.2.10（月）必着、受験申込書による郵送申込締切り：R7.2.19（水）必着）。郵送による申込みを受け付けます（受験申込書の郵送交付請求締切り：R7.2.10（月）必着、受験申込書による郵送申込締切り：R7.2.19（水）必着）。

※3※3
・専門試験は建築分野から出題します。・専門試験は建築分野から出題します。

試験の概要
（詳細は試験案内またはホームページをご確認ください。）

種類 受験資格※ 1 受付期間※ 2 第 1 次試験日 会場

総合職試験

H3.4.2 ～ H17.4.1 生
R7.2.3（月）10 時
～ 2.19（水）17 時

R7.3.22（土）

第 1 次試験は東京
及び京都。第 2 次
試験及び第 3 次試
験は東京

一般職試験（大卒程度試験）

施設設備専門職員採用試験（大卒程度試験）※ 3

障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験） S61.4.2 ～ H17.4.1 生
障害者手帳等所持 R7.4.19（土）東京
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関
西
館
資
料
展
示
（
第
33
回
）「
果
し
な
き
想
像
の

果
に 

―
Ｓ
Ｆ
の
想
像
力
が
創
造
し
た
未
来
」

未
来
を
夢
見
る
は
て
し
な
き
想
像
力
と
、
そ
の
夢
を
実
現

す
る
科
学
技
術
に
よ
っ
て
、
人
類
は
社
会
を
発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
本
展
で
は
、
想
像
の
世
界
を
描
く
Ｓ
Ｆ
小
説
と
現
実
の

科
学
技
術
に
関
す
る
資
料
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
宇
宙
技
術
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
革
新
的
な
技
術
、
万
博
や
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
の
よ
う
な
社
会
実
験
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
の
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
人
類
の
想

像
力
と
科
学
技
術
が
生
み
出
し
た
社
会
の
変
容
を
た
ど
る
こ
と

で
、現
代
社
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。

未
来
を
創
造
す
る
力
は
、
一
人
ひ
と
り
の
想
像
力
の
中
に
あ

り
ま
す
。
想
像
力
を
刺
激
し
、
新
た
な
視
点
か
ら
社
会
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
と
し
ま
せ
ん
か
？

○
開
催
期
間　

２
月
20
日
（
木
）
～
３
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

○
開
催
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

○
会
場　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
１
階
）

○
問
合
せ
先　

関
西
館 

資
料
案
内

　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
４
１

ま
た
、
関
連
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
演
題　

人
新
世
で
残
ら
な
い
も
の

○
講
師　

円
城
塔
氏
（
作
家
）

 

○
日
時　

２
月
22
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

※
講
演
後
、
当
館
職
員
に
よ
る
展
示
紹
介
を
約
15
分
行
い

ま
す
。

○
会
場　

関
西
館 

大
会
議
室
（
地
下
１
階
）

○
定
員　

１
５
０
名
（
事
前
申
込
制
・
抽
選
制
）

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報
」

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ > 

資
料
・
情
報
の
利
用  > 

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報  > 

イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
）

令
和
６
年
度
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
「
人
口
減
少
局
面

の
地
域
の
持
続
可
能
性
」

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
人
口
減
少
局
面
の
地
域
の
持
続
可

能
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

近
年
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
に
伴
い
、
都
市
部
と
地
方
の

活
力
の
偏
在
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
日
本
社
会
の
在
り
方

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
と
同
じ
く
少

子
化
が
進
む
韓
国
に
お
い
て
、
人
口
減
少
下
に
お
け
る
都
市
・

環
境
・
交
通
に
関
す
る
学
際
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
キ
ム
・

テ
ヒ
ョ
ン
・
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
を
お
招
き
し
、
キ
ム
教
授
に
よ

る
基
調
講
演
（
録
画
、
日
本
語
吹
き
替
え
）
の
上
映
後
、
都
市

計
画
の
専
門
家
で
あ
る
瀬
田
史
彦
・
東
京
大
学
准
教
授
に
よ
る

解
説
と
、
パ
ネ
リ
ス
ト
2
名
か
ら
の
報
告
を
行
い
ま
す
。
最
後

に
、
キ
ム
教
授
も
交
え
た
登
壇
者
全
員
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
日
本
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

○
日
時　

２
月
21
日
（
金
）
14
時
～
17
時

○
開
催
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（Zoom

使
用
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

〔
基
調
講
演
〕

　
「
韓
国
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た
人
口
減
少
地

域
の
支
援
政
策
」

　

キ
ム
・
テ
ヒ
ョ
ン
氏
（
ソ
ウ
ル
大
学
環
境
大
学
院
教
授
）（
録
画
、

日
本
語
吹
き
替
え
）

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〕

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

瀬
田
史
彦
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
准
教
授
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

キ
ム
・
テ
ヒ
ョ
ン
氏

　

林
和
眞
氏
（
東
京
都
市
大
学
都
市
生
活
学
部
准
教
授
）

　

近
藤
早
映
氏
（
三
重
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
・
東
京
大

学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報
」

の
申
込
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
人
数　

３
０
０
名
程
度
（
申
込
先
着
順
）

○
問
合
せ
先　

国
立
国
会
図
書
館 

調
査
及
び
立
法
考
査
局 

調
査
企

画
課 

連
携
協
力
室

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

m
l-ipsem

inar@
ndl.go.jp

第33回関西館資料展示「果しなき想像第33回関西館資料展示「果しなき想像
の果に」ちらしの果に」ちらし

円城塔氏（写真提供：新潮社）円城塔氏（写真提供：新潮社）
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中
国
国
家
図
書
館
と
の
第
40
回
業
務
交
流

令
和
６
年
11
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
、
国
立
国
会
図
書
館
に

お
い
て
中
国
国
家
図
書
館
（
Ｎ
Ｌ
Ｃ
）
と
の
業
務
交
流
が
行
わ

れ
、
Ｎ
Ｌ
Ｃ
か
ら
魏
崇
（
ウ
ェ
イ
・
チ
ョ
ン
）
国
家
図
書
館
副

館
長
を
団
長
に
、
殷
夢
霞
（
イ
ン
・
モ
ン
シ
ア
）
国
家
図
書
館

出
版
社
編
集
長
、
薩
仁
高
娃
（
サ
レ
ン
ガ
オ
ワ
）
古
籍
館
副
館

長
、
韓
新
月
（
ハ
ン
・
シ
ン
ユ
エ
）
デ
ジ
タ
ル
資
源
部
副
主
任
、

王
瀟
（
ワ
ン
・
シ
ャ
オ
）
国
際
交
流
処
館
員
の
５
名
の
代
表
団

が
来
日
し
ま
し
た
。

東
京
本
館
で
は
、
ま
ず
基
調
報
告
と
し
て
、
両
館
の
最
近
の

動
き
に
つ
い
て
双
方
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。
次
の
「
読
書
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ

Ｌ
Ｃ
か
ら
は
視
覚
障
害
者
向
け
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
模
索
と
実
践

に
つ
い
て
、当
館
か
ら
は
、障
害
者
用
資
料
検
索「
み
な
サ
ー
チ
」

を
中
心
に
視
覚
障
害
者
等
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。続
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
利
活
用
と
長
期
保
存
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｃ
か
ら
は
、
古
典

籍
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
や
最
新
技
術
を
利
用
し
た
ナ
レ
ッ
ジ
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
に
つ
い
て
、
ま
た
、
当
館
か
ら
は
、
資
料
デ
ジ
タ

ル
化
と
Ｏ
Ｃ
Ｒ
全
文
テ
キ
ス
ト
化
に
よ
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
疑
応
答

で
は
、
両
館
の
今
後
の
課
題
や
展
望
に
関
し
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
、
関
西
館
等
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

令
和
６
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
行
政
・
司
法
各

部
門
支
部
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

令
和
６
年
12
月
９
日
、
標
記
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
各
府
省
庁
と
最
高
裁
判
所
に
置
か
れ
た
支
部
図

書
館
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
支
部
図
書
館
長
等
を
招
い
て
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
本
年
は
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
い
、
支
部
図
書
館
26
館
、
分
館
６

館
か
ら
、
54
名
の
支
部
図
書
館
長
、
支
部
図
書
館
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
（
中
央
館
）
か
ら
は
、「
国
立
国
会
図
書

館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
の
現

状
と
課
題
」
と
題
し
、
事
業
の
歩
み
、
収
集
対
象
、
収
集
方
法
、

官
庁
で
の
活
用
事
例
、
課
題
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

支
部
図
書
館
か
ら
は
、
支
部
法
務
図
書
館
の
白
石
裕
一
兼
任

司
書
か
ら
「
法
務
図
書
館
の
最
近
の
動
き
と
課
題
」
と
題
し
貴

重
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
中
央
館
へ
の
デ
ー
タ
提
供
準
備
に
つ
い

て
、
支
部
文
部
科
学
省
図
書
館
文
化
庁
分
館
の
田
中
康
成
副
長

か
ら
「
文
化
庁
分
館
の
最
近
の
動
き
と
課
題
」
と
題
し
京
都
移

転
後
の
職
員
の
図
書
館
利
用
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
支
部
特
許

庁
図
書
館
の
岡
部
裕
兼
任
司
書
及
び
佐
藤
光
昭
氏
か
ら
「
支
部

特
許
庁
図
書
館
の
最
近
の
動
き
（
現
状
）
と
課
題
」
と
題
し
図

書
館
の
庁
内
移
転
や
シ
ス
テ
ム
更
改
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

中国国家図書館との第40回業務交流中国国家図書館との第40回業務交流

令和６年度国立国会図書館長と行政・司法各部門支部図書館長との懇談会令和６年度国立国会図書館長と行政・司法各部門支部図書館長との懇談会
（中央館出席者及び支部図書館報告者・発言者）（中央館出席者及び支部図書館報告者・発言者）
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